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編
集
後
記

一
〇
月
半
ば
に
入
り
都
会
で
も
よ
う
や
く
紅
葉
が
目
に
止
ま
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
一
一
月
直
前
ま
で
「
夏
日
」
が
観
測
さ

れ
て
お
り
、
紅
葉
も
色
浅
く
本
格
的
な
秋
と
は
い
え
な
い
異
様
な

状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
こ
の
状
況
に
世
間
で
は
日
本
の
四
季
が

な
く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
温
暖
化
を
危
惧
す
る
声
も
聞
か
れ
ま

す
。
ま
さ
に
四
季
折
々
の
日
本
の
風
情
が
失
わ
れ
て
い
く
よ
う
で

寂
し
い
気
持
ち
に
な
る
と
と
も
に
、
農
林
漁
業
に
及
ぼ
す
影
響
を

懸
念
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
こ
ろ
で
す
▼
一
方
、
温
暖
化
と
は
言

え
、
厳
し
い
冬
は
や
っ
て
く
る
も
の
で
、
今
年
二
度
の
災
害
に
見

舞
わ
れ
た
能
登
半
島
で
は
、
本
格
的
な
冬
の
到
来
を
前
に
、
一
向

に
進
ま
ぬ
復
旧
作
業
に
業
を
煮
や
す
声
が
聞
こ
え
て
き
ま
す
。
復

旧
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集
広
告
に
関
わ
っ
て
知
り
合
い
に
な
っ
た

石
川
県
庁
の
担
当
者
か
ら
は
、「
今
回
の
豪
雨
で
土
砂
を
か
ぶ
っ

た
農
地
に
も
一
二
月
に
な
れ
ば
雪
が
降
り
始
め
ま
す
。
そ
う
な
る

と
雪
が
無
く
な
る
来
年
二
月
後
半
ま
で
土
砂
の
除
去
が
で
き
な
い

た
め
、
本
当
に
来
年
の
田
植
え
が
で
き
る
の
か
非
常
に
心
配
し
て

い
ま
す
。」
と
嘆
き
と
も
言
え
る
被
災
地
の
現
状
が
報
告
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
さ
に
被
災
地
の
復
旧
作
業
は
時
間
と
の
闘
い
で
あ

り
、
早
急
な
補
正
予
算
の
措
置
に
よ
り
復
旧
・
復
興
を
前
に
進
め

る
こ
と
が
必
要
で
す
▼
他
方
、
永
田
町
で
は
自
民
党
総
裁
選
を
制

し
総
理
の
座
に
つ
い
た
石
破
首
相
が
、
補
正
予
算
審
議
を
放
置
し

た
ま
ま
衆
議
院
を
解
散
し
総
選
挙
に
打
っ
て
出
ま
し
た
。
選
挙
結

果
は
、
裏
金
問
題
を
抱
え
る
多
く
の
議
員
を
公
認
す
る
な
ど
、
総

選
挙
を
裏
金
問
題
の
禊
ぎ
（
み
そ
ぎ
）
に
利
用
し
よ
う
と
す
る
自

民
党
の
魂
胆
が
見
え
見
え
で
あ
っ
た
ば
か
り
か
、
選
挙
期
間
中
に

非
公
認
の
裏
金
議
員
の
政
党
支
部
に
二
千
万
円
も
の
政
党
交
付
金

が
配
分
さ
れ
る
と
い
う
事
実
が
発
覚
し
た
こ
と
も
あ
り
、
与
党
は

惨
敗
し
過
半
数
割
れ
に
追
い
込
ま
れ
ま
し
た
。
当
然
の
結
果
と
は

い
え
、
良
識
あ
る
国
民
の
審
判
が
下
さ
れ
た
こ
と
は
、
国
家
と
し

て
の
最
低
限
の
モ
ラ
ル
が
確
認
で
き
た
意
味
で
救
い
で
あ
っ
た
と

い
え
ま
す
が
、
一
方
で
一
八
人
も
の
裏
金
議
員
が
当
選
す
る
な

ど
、
政
治
と
カ
ネ
の
問
題
に
課
題
を
残
す
こ
と
に
な
っ
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
▼
い
ず
れ
に
し
て
も
、
今
次
総
選
挙
で
置
き
去

り
に
さ
れ
た
の
は
被
災
地
で
あ
り
、
早
晩
召
集
さ
れ
る
特
別
国
会

で
は
、
与
野
党
の
隔
た
り
無
く
、
被
災
地
の
復
旧
・
復
興
に
向
け

た
補
正
予
算
審
議
を
急
ぐ
べ
き
で
あ
り
、
厳
し
い
冬
の
到
来
ま
で

に
被
災
地
の
皆
さ
ん
に
少
し
で
も
安
心
し
て
も
ら
え
る
よ
う
政
治

の
務
め
を
果
た
し
て
欲
し
い
も
の
で
す
。

（
岡
本
）

３９
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多
面
的
機
能
発
揮
促
進
法
の
下
で
、
日
本
型
直

接
支
払
が
実
施
さ
れ
て
か
ら
一
〇
年
が
経
つ
。
日

本
型
直
接
支
払
は
、
多
面
的
機
能
支
払
―
農
地
維

持
支
払
、
資
源
向
上
支
払
（
共
同
活
動
、
長
寿
命

化
）
―
、
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
、
環
境
保
全
型
農
業
直
接
支

払
と
い
う
三
つ
の
直
接
支
払
制
度
。
五
年
ご
と
の
対
策
実
施
の
設

計
の
た
め
、
三
つ
と
も
二
五
年
度
か
ら
新
た
な
対
策
が
始
ま
る
。

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
も
、
多
面
的
機
能
支
払
も
、
交
付
金

の
交
付
対
象
は
集
落
組
織
で
あ
る
。

環
境
保
全
型
農
業
へ
の
支
援
は
、
農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上

対
策
の
共
同
活
動
地
域
内
に
限
定
し
た
営
農
活
動
支
援
と
し
て
始

ま
っ
た
。
一
一
年
度
か
ら
独
立
し
た
対
策
と
な
り
、
一
五
年
度
か

ら
は
日
本
型
直
接
支
払
の
ひ
と
つ
で
の
実
施
だ
が
、
交
付
金
の
対

象
は
原
則
、
複
数
の
農
業
者
が
含
ま
れ
る
生
産
者
グ
ル
ー
プ
等
の

地
域
組
織
で
あ
る
。
地
域
政
策
の
性
格
が
色
濃
く
、
地
域
政
策
の

枠
組
み
に
閉
じ
こ
め
ら
れ
て
い
る
。

農
村
振
興
の
位
置
づ
け

改
正
基
本
法
も
、「
農
村
の
振
興
」
を
基
本
理
念
の
ひ
と
つ
に

か
か
げ
た
。
第
六
条
（
農
村
の
振
興
）
は
、
農
村
に
つ
い
て
、
農

業
者
を
含
む
地
域
住
民
の
生
活
の
場
で
農
業
が
営
ま
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
「
農
業
の
持
続
的
な
発
展
の
基
盤
た
る
役
割
」
を
果
た
し

て
い
る
。
人
口
減
少
等
の
情
勢
変
化
の
下
で
も
、
地
域
社
会
の
維

持
、
食
料
な
ど
農
産
物
供
給
機
能
と
多
面
的
機
能
の
発
揮
の
た

め
、
農
業
の
生
産
条
件
と
生
活
環
境
の
整
備
等
に
よ
り
振
興
を
図

る
と
し
た
。
具
体
的
施
策
に
は
、「
農
村
と
の
関
わ
り
を
持
つ
者

の
増
加
に
資
す
る
産
業
の
振
興
」
と
防
災
を
付
け
加
え
て
い
る
。

「
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
」
の
推
進
の
上
で
、
改
正
基

本
法
は
、
基
本
理
念
の
ひ
と
つ
に
「
環
境
と
調
和
の
と
れ
た
食
料

シ
ス
テ
ム
の
確
立
」（
第
三
条
）
を
か
か
げ
、
環
境
負
荷
の
低
減

の
取
組
み
を
進
め
る
と
し
た
。

農
村
振
興
と
環
境
負
荷
低
減
を
進
め
る
た
め
に
は
、
日
本
型
直

接
支
払
の
次
期
対
策
の
枠
組
み
は
、
こ
れ
か
ら
の
政
策
推
進
に
重

い
意
味
と
役
割
を
も
つ
。

だ
が
、
農
村
地
域
社
会
、
特
に
山
間
地
域
は
、
人
口
減
少
と
高

齢
化
に
よ
り
農
業
集
落
の
小
規
模
化
が
一
段
と
進
み
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
危
機
に
直
面
し
て
い
る
。
三
つ
の
直
接
支
払
の
次
期
対
策

は
、
こ
の
危
機
克
服
へ
の
道
筋
を
示
せ
る
か
を
問
わ
れ
て
い
る
。

政
策
評
価
と
次
期
対
策

三
つ
の
直
接
支
払
制
度
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
第
三
者
委
員
会
が
評

価
を
ま
と
め
、
次
期
対
策
に
向
け
て
動
き
だ
し
た
。
二
五
年
度
予

算
概
算
要
求
で
は
、
予
算
増
額
を
要
求
し
て
い
る
。

多
面
的
機
能
支
払
で
は
、
人
口
減
少
と
高
齢
化
に
よ
り
、
事
務

処
理
担
当
や
役
員
・
代
表
者
の
後
継
者
が
い
な
い
等
の
問
題
を
か

日
本
型
直
接
支
払
の
次
期
対
策
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か
え
て
い
る
。
環
境
負
荷
軽
減
の
取
組
み
に
対
す
る
加
算
措
置
の

新
設
な
ど
取
組
み
の
高
度
化
を
図
り
な
が
ら
、
人
材
不
足
に
対
応

し
て
、
広
域
化
と
集
落
を
ま
た
ぐ
共
同
活
動
支
援
班
の
設
置
に
加

算
措
置
を
講
じ
、
あ
わ
せ
て
事
務
の
簡
素
化
を
進
め
る
。

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
で
は
、
小
規
模
集
落
ほ
ど
集
落
協
定

の
再
締
結
が
困
難
に
な
っ
て
い
る
。
再
締
結
困
難
集
落
の
う
ち
協

定
広
域
化
の
意
向
を
も
つ
割
合
は
約
一
割
に
す
ぎ
な
い
。
そ
の
た

め
、
体
制
整
備
単
価
の
要
件
を
第
五
期
対
策
の
「
集
落
戦
略
」
策

定
か
ら
第
六
期
対
策
で
は
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
計
画
」
の
策
定
に

変
え
る
。

問
題
は
、
第
六
期
対
策
で
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
加
算
・
ス
マ
ー
ト

農
業
加
算
を
新
設
し
、
第
五
期
対
策
の
「
集
落
機
能
強
化
加
算
」

を
廃
止
す
る
こ
と
で
あ
る
。

集
落
機
能
強
化
加
算
は
、
新
た
な
人
材
確
保
や
営
農
関
係
以
外

の
集
落
機
能
強
化
の
取
組
み
に
対
す
る
加
算
措
置
。
対
象
活
動
を

営
農
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
農
福
連
携
、
高
齢
者
の
見
回
り
・
送
迎
・

買
い
物
支
援
、
地
域
運
営
組
織
と
連
携
し
た
高
齢
者
世
帯
の
雪
下

ろ
し
な
ど
、
例
示
し
て
き
た
。

特
に
山
間
地
域
は
、
人
口
減
少
・
高
齢
化
・
小
規
模
化
が
進
ん

だ
。
総
戸
数
九
戸
以
下
の
農
業
集
落
の
割
合
は
、
平
地
地
域
三
・

七
％
に
対
し
、
中
間
地
域
七
・
九
％
、
山
間
地
域
一
九
・
九
％
。

六
五
歳
以
上
の
高
齢
化
率
も
、
平
地
地
域
三
三
％
に
対
し
、
中
間

地
域
三
七
％
、
山
間
地
域
四
二
％
で
あ
る（
二
〇
年
セ
ン
サ
ス
）。

山
間
地
域
で
は
、
集
落
機
能
強
化
加
算
の
「
廃
止
」
の
影
響
は

大
き
い
。
第
三
者
委
員
会
の
委
員
全
員
が
「
集
落
機
能
強
化
加
算

の
継
続
」
の
要
望
書
を
提
出
す
る
異
例
の
事
態
に
な
っ
て
い
る
。

環
境
負
荷
低
減
の
取
組
み

環
境
負
荷
低
減
の
取
組
み
は
、
環
境
保
全
型
農
業
直
接
支
払
の

拡
大
が
カ
ギ
と
な
る
。

次
期
対
策
で
は
、
有
機
農
業
の
交
付
金
単
価
を
一
〇
ａ
一
万
四

〇
〇
〇
円
に
引
き
上
げ
、
移
行
期
に
重
点
を
置
く
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
堆
肥
施
用
等
に
は
中
干
し
延
長
な
ど
を
義
務
づ
け
、
栽
培

期
間
中
の
化
学
肥
料
・
化
学
農
薬
不
使
用
栽
培
へ
の
交
付
金
（
一

〇
ａ
五
〇
〇
〇
円
）
を
新
設
す
る
。
二
七
年
度
か
ら
み
ど
り
の
食

料
シ
ス
テ
ム
法
の
体
系
に
組
み
こ
む
と
し
て
い
る
（
地
域
政
策
の

枠
組
み
へ
の
閉
じ
こ
め
を
強
め
る
）。

問
題
は
、「
予
算
の
範
囲
内
」
で
の
交
付
金
交
付
の
仕
組
み
が

継
続
す
る
こ
と
で
あ
る
。
申
請
額
の
全
国
合
計
が
予
算
額
を
超
え

る
と
交
付
額
を
減
額
す
る
と
し
て
い
る
。
予
算
額
の
五
〇
％
は
国

費
支
出
、
残
り
は
地
方
自
治
体
負
担
だ
が
、
地
方
自
治
体
負
担
の

一
部
は
地
方
交
付
税
交
付
金
で
補
て
ん
す
る
。
国
費
支
出
の
予
算

の
大
幅
増
額
が
な
い
限
り
、
交
付
対
象
の
農
業
者
グ
ル
ー
プ
へ
の

限
定
、
実
績
主
義
が
厳
格
化
し
、
事
業
の
拡
大
は
望
め
な
い
。

農
村
地
域
社
会
は
「
担
い
手
」
だ
け
で
成
り
立
っ
て
い
る
の
で

は
な
い
。
農
業
集
落
に
つ
い
て
社
会
構
造
を
含
め
て
幅
広
く
と
ら

え
、
農
村
地
域
政
策
を
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
。

（
Ｋ
Ｙ
）
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生
産
資
材
価
格
の
高
騰
を
小
売
価
格
に
価
格
を
転
嫁
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
問
題
は
、
中
小
企
業
は
も
ち
ろ
ん
、
農
業
経
営
に

大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。
こ
の
問
題
は
、
流
通
機
構
や
取
引
形
態
の
変
化
と
の
関
連
を
視
野
に
入
れ
た
農
産
物
の
価
格
形
成
の
あ
り

方
が
問
わ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

そ
こ
で
本
特
集
で
は
、「
適
正
な
入
荷
・
牛
乳
乳
製
品
価
格
形
成
の
模
索
―
Ｅ
Ｕ
の
試
み
か
ら
―
」（
小
田
志
保
）、「
米
の
価
格
形
成
を

め
ぐ
る
動
向
と
展
望
―
「
合
理
的
な
価
格
形
成
」
と
「
価
格
形
成
の
場
」
を
め
ぐ
っ
て
―
」（
西
川
邦
夫
）、「
卵
価
形
成
の
実
態
と
課
題
」

（
信
岡
誠
治
）
の
三
本
の
論
稿
を
用
意
し
た
。

各
論
稿
で
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
と
感
じ
た
点
を
以
下
に
記
し
て
リ
ー
ド
に
代
え
る
こ
と
に
し
た
い
と
思
う
。
誤
読
や
誤
解
が
あ
っ
た
場
合

は
ど
う
か
ご
容
赦
願
う
次
第
で
あ
る
。

「
適
正
な
乳
価
・
牛
乳
乳
製
品
価
格
形
成
の
模
索
」
で
は
、
①
認
定
生
産
者
組
織
（
認
定
Ｐ
Ｏ
）
に
よ
る
団
体
交
渉
の
推
進
や
市
場
の

透
明
性
の
向
上
へ
の
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
、
②
酪
農
協
系
統
乳
業
メ
ー
カ
ー
の
取
扱
量
と
認
定
Ｐ
Ｏ
を
通
じ
た
団
体
交
渉
対

象
数
量
を
あ
わ
せ
る
と
Ｅ
Ｕ
集
乳
量
の
七
割
が
生
産
者
の
組
織
化
に
よ
り
乳
価
形
成
へ
の
意
思
反
映
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
、
③
日
本
は

集
乳
量
の
九
割
が
従
来
の
乳
価
交
渉
の
枠
組
み
の
対
象
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
高
い
組
織
率
を
保
持
し
た
ま
ま
の
制
度
改
革
を
目
指
す
べ

き
だ
と
し
て
い
る
こ
と
、
④
牛
乳
乳
製
品
市
場
観
測
サ
イ
ト
Ｍ
Ｍ
Ｏ
は
食
料
シ
ス
テ
ム
の
各
段
階
の
情
報
の
共
有
を
促
進
し
て
い
る
（
消

費
者
に
も
理
解
し
や
す
く
な
る
よ
う
統
計
を
グ
ラ
フ
化
し
て
提
供
し
て
い
る
）
こ
と
の
四
点
で
あ
る
。

「
米
の
価
格
形
成
を
め
ぐ
る
動
向
と
展
望
」
で
は
、
①
農
林
水
産
省
の
言
う
と
こ
ろ
の
「
合
理
的
な
価
格
形
成
」
は
生
産
調
整
を
含
め

た
農
業
生
産
構
造
で
は
な
く
、流
通
過
程
に
焦
点
を
当
て
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、②
適
正
な
価
格
形
成
に
関
す
る
協
議
会
で
の
議
論
で
は
、

特
集

農
産
物
価
格
形
成
の
あ
り
方

安
藤
光
義

東
京
大
学
大
学
院
農
学
生
命
科
学
研
究
科

教
授
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価
格
転
嫁
の
実
現
は
消
費
者
の
購
買
力
と
い
う
生
産
者
や
流
通
業
者
に
如
何
と
も
し
が
た
い
部
分
に
委
ね
ら
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
、

③
「
令
和
の
コ
メ
騒
動
」
は
、
市
場
に
出
回
る
主
食
用
米
の
約
半
分
は
収
穫
前
に
生
産
者
と
農
協
等
の
集
荷
業
者
の
間
で
契
約
が
済
ん
で

い
る
と
い
う
市
場
構
造
の
下
、
需
要
に
対
し
て
供
給
が
単
に
不
足
し
て
い
た
た
め
引
き
起
こ
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
生
産
調
整
に
よ
る
行
き

過
ぎ
た
作
付
転
換
に
そ
の
要
因
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
、
④
生
産
調
整
に
よ
る
供
給
量
の
削
減
が
作
り
出
し
た
需
給
ギ
ャ
ッ
プ
が
結
果
的
に

価
格
転
嫁
を
実
現
し
た
が
、
こ
れ
が
持
続
的
な
も
の
と
な
る
か
ど
う
か
は
、
先
物
市
場
で
の
取
引
価
格
の
下
落
も
あ
り
、
慎
重
に
判
断
す

る
必
要
が
あ
る
こ
と
の
四
点
で
あ
る
。

「
卵
価
形
成
の
実
態
と
課
題
」
で
は
、
①
鶏
卵
の
荷
受
相
場
は
、
全
生
産
量
の
一
五
％
程
度
の
取
扱
い
シ
ェ
ア
の
全
農
た
ま
ご
（
株
）

の
担
当
部
が
全
国
の
た
ま
ご
の
生
産
状
況
、
売
れ
行
き
な
ど
の
需
要
動
向
の
情
報
を
収
集
し
、
需
給
バ
ラ
ン
ス
を
勘
案
し
て
決
め
て
い
る

こ
と
、
②
鶏
卵
の
流
通
構
造
は
消
費
者
が
直
接
購
入
す
る
パ
ッ
ク
卵
で
の
家
計
消
費
が
五
割
、
加
工
用
と
外
食
等
の
業
務
用
で
の
消
費
が

五
割
で
拮
抗
し
て
い
る
こ
と
、
③
大
規
模
層
へ
の
寡
占
化
が
進
ん
で
お
り
、
五
〜
一
〇
万
羽
の
階
層
は
相
場
価
格
に
最
も
頼
ら
ざ
る
を
得

な
い
の
に
対
し
、
五
〇
万
羽
以
上
層
は
相
場
価
格
か
ら
脱
し
て
固
定
価
格
の
割
合
が
高
く
な
っ
て
い
る
こ
と
、
④
量
販
店
や
ス
ー
パ
ー
な

ど
小
売
店
の
パ
ッ
ク
卵
の
価
格
形
成
は
固
定
価
格
が
主
流
で
あ
る
の
に
対
し
、
加
工
用
卵
や
外
食
等
の
業
務
用
の
鶏
卵
の
価
格
形
成
は
相

場
価
格
が
主
流
で
あ
る
こ
と
、
⑤
加
工
メ
ー
カ
ー
は
「
鶏
卵
は
リ
ス
ク
商
材
で
安
心
し
て
使
え
な
い
」
と
み
て
お
り
、
鶏
卵
の
需
給
の
逼

迫
と
需
要
の
回
復
を
実
現
す
る
に
は
、
ワ
ク
チ
ン
の
活
用
を
含
め
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
克
服
と
加
工
卵
の
備
蓄
体
制
を
構
築

し
て
い
く
こ
と
が
急
務
で
あ
る
こ
と
の
五
点
で
あ
る
。

農
林
水
産
省
は
十
月
二
十
四
日
、
生
産
コ
ス
ト
を
考
慮
し
た
農
産
物
の
価
格
形
成
に
向
け
、
米
と
野
菜
も
仕
組
み
の
対
象
に
で
き
る
か

を
検
討
す
る
品
目
別
の
作
業
部
会
の
設
置
を
決
め
た
と
の
こ
と
で
あ
る
（
二
〇
二
四
年
十
月
二
十
五
日
付
日
本
農
業
新
聞
）。
適
正
な
価

格
形
成
に
関
す
る
協
議
会
で
の
今
後
の
議
論
が
注
目
さ
れ
る
。
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日
本
は
農
業
資
材
の
輸
入
比
率
が
高
く
、
農
畜
産
物
は
主
に
国

内
向
け
に
生
産
さ
れ
る
。
国
際
相
場
の
影
響
で
資
材
価
格
が
高
騰

し
、
そ
れ
を
川
下
へ
い
か
に
反
映
さ
せ
る
か
が
適
正
な
価
格
形
成

に
関
す
る
論
点
と
な
る
。一
方
、Ｅ
Ｕ
は
乳
製
品
の
輸
出
大
手
で
、

生
産
者
乳
価
が
国
際
相
場
に
連
動
し
下
落
し
た
際
、
牛
乳
乳
製
品

の
販
売
で
得
ら
れ
た
付
加
価
値
が
適
正
に
川
上
ま
で
分
配
さ
れ
て

い
る
か
が
論
点
と
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
相
違
点
は
あ
る
が
、
適
正
な
価
格
形
成
に
関
す
る

課
題
は
両
者
で
共
通
し
て
い
る
。
農
林
水
産
省
の
「
適
正
な
価
格

形
成
に
関
す
る
協
議
会
」
の
議
事
要
旨
か
ら
課
題
を
整
理
す
る

と
、
①
食
料
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
価
格
交
渉
力
の
非
対
称
性
、
②

公
的
統
計
の
即
時
性
の
欠
如
、
③
不
公
正
な
取
引
、
④
取
引
交
渉

に
お
け
る
透
明
性
の
欠
如
、
⑤
生
産
資
材
高
騰
を
織
り
込
ん
だ
場

合
の
国
産
市
場
の
縮
小
で
あ
る
⑴
。
こ
れ
ら
の
課
題
は
Ｅ
Ｕ
で
も

共
通
し
て
お
り
、「
認
定
生
産
者
組
織
（
以
下
、「
認
定
Ｐ
Ｏ
」）」

に
よ
る
団
体
交
渉
の
推
進
や
市
場
の
透
明
性
の
向
上
が
強
化
さ
れ

て
き
た
。

さ
ら
に
、
日
欧
の
食
料
シ
ス
テ
ム
で
の
共
通
点
は
、
家
族
経
営

を
主
体
と
し
た
川
上
と
大
企
業
が
多
い
川
下
と
で
、
交
渉
力
は
非

対
称
と
な
り
、
生
産
者
が
不
当
に
扱
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
と
い
う
、
高
い
組
織
率
の
生
産
者

組
織
が
存
在
し
な
い
Ｅ
Ｕ
で
は
、
生
産
者
の
置
か
れ
て
い
る
境
遇

は
一
層
厳
し
い
も
の
で
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。

は
じ
め
に
、
Ｅ
Ｕ
で
の
乳
価
形
成
を
概
観
す
る
。
つ
ぎ
に
、
認

定
Ｐ
Ｏ
の
組
織
化
や
そ
の
団
体
交
渉
に
か
か
る
仕
組
み
を
紹
介

し
、
最
後
に
公
式
統
計
等
の
活
用
や
情
報
発
信
の
強
化
に
よ
る
市

場
の
透
明
性
向
上
の
取
組
み
を
取
り
上
げ
た
い
。
こ
れ
ら
の
取
組

み
は
、
い
ず
れ
も
上
述
の
①
〜
⑤
の
課
題
に
関
す
る
日
本
国
内
の

適
正
な
乳
価
・
牛
乳
乳
製
品
価
格
形
成
の
模
索

―
Ｅ
Ｕ
の
試
み
か
ら
―

小
田
志
保

株
式
会
社

農
林
中
金
総
合
研
究
所
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制
度
設
計
を
今
後
考
え
る
う
え
で
、
参
考
と
な
る
。

な
お
、
出
荷
直
前
で
の
買
い
手
か
ら
の
一
方
的
な
キ
ャ
ン
セ
ル

と
い
っ
た
、
③
不
公
正
な
取
引
に
関
し
て
は
、
明
田（
二
〇
二
〇
）

が
整
理
し
て
い
る
よ
う
に
、
Ｅ
Ｕ
は
「
不
公
正
な
取
引
方
法

（U
nfair

trading
practices

in
the

food
chain

）」
と
位
置
づ

け
禁
止
し
て
い
る
。
年
間
売
上
高
が
大
き
な
買
い
手
が
、
そ
れ
よ

り
小
さ
な
売
り
手
に
対
し
て
行
う
不
公
正
な
取
引
（
生
鮮
農
産
・

食
料
品
に
対
す
る
三
〇
日
以
上
の
支
払
い
遅
延
や
生
鮮
農
産
・
食

料
品
の
売
買
契
約
に
関
し
て
の
直
前
（
三
〇
日
未
満
の
期
間
）
の

解
約
等
）が
、
二
〇
一
九
年
⑵
施
行
の
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
る
。

1
�
Ｅ
Ｕ
の
乳
価
形
成

⑴

乳
業
各
社
で
の
乳
価
の
違
い

Ｅ
Ｕ
の
生
乳
生
産
量
は
二
〇
一
四
年
の
一
三
三
百
万
ト
ン
か
ら

二
二
年
の
一
六
〇
百
万
ト
ン
ま
で
増
え
た
⑶
。
こ
の
一
六
〇
百
万

ト
ン
の
八
〇
・
五
百
万
ト
ン
は
チ
ー
ズ
向
け
で
、
牛
乳
類（Liquid

m
ilk

）
等
の
生
鮮
品
の
製
造
量
は
二
二
・
七
百
万
ト
ン
で
あ
る
。

日
本
と
違
い
、
生
乳
の
仕
向
け
先
と
し
て
の
生
鮮
品
割
合
は
大
き

く
な
い
。

二
一
年
の
農
畜
産
物
の
輸
出
額
は
二
千
億
ユ
ー
ロ
で
、
そ
の
二

一
％
が
英
国
、
一
二
％
が
米
国
、
八
％
が
中
国
、
五
％
が
ス
イ
ス
、

四
％
が
日
本
向
け
と
、
こ
れ
ら
上
位
国
が
総
額
の
五
割
を
占
め

る
。
こ
の
輸
出
額
の
う
ち
、
二
五
〇
億
ユ
ー
ロ
ほ
ど
が
乳
製
品
で

あ
る
。

興
味
深
い
の
は
、
Ｅ
Ｕ
の
乳
製
品
の
在
庫
水
準
で
あ
ろ
う
。
二

三
年
の
Ｅ
Ｕ
の
バ
タ
ー
消
費
量
は
一
八
九
・
一
万
ト
ン
で
、
推
定

期
末
在
庫
量
は
一
〇
〜
二
〇
万
ト
ン
、
つ
ま
り
消
費
量
の
〇
・
六

〜
一
・
三
か
月
分
に
過
ぎ
な
い
。
二
十
三
年
度
の
日
本
の
バ
タ
ー

在
庫
水
準
（
消
費
量
の
三
・
五
か
月
分
⑷
）
か
ら
す
る
と
少
な
い
。

こ
れ
は
、
牛
乳
乳
製
品
の
自
給
率
が
一
〇
〇
％
超
あ
る
⑸
Ｅ
Ｕ
で

は
、
有
事
に
備
え
た
在
庫
確
保
の
必
要
性
が
低
い
こ
と
も
影
響
し

て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

Ｅ
Ｕ
の
集
乳
量
の
五
割
超
⑹
を
、
酪
農
協
系
乳
業
メ
ー
カ
ー
が

引
き
受
け
る
。
酪
農
協
系
で
は
酪
農
協
の
総
（
代
）
会
に
乳
価
の

決
定
権
が
あ
り
、
生
産
者
は
交
渉
力
を
十
分
備
え
て
い
る
と
さ
れ

る
。
後
述
の
、認
定
Ｐ
Ｏ
等
の
各
種
措
置
は
、主
に
非
酪
農
協
系
で

の
生
乳
取
引
に
お
け
る
生
産
者
の
地
位
の
改
善
を
目
的
と
す
る
。

日
本
と
の
違
い
は
、
一
般
に
乳
価
交
渉
は
乳
業
メ
ー
カ
ー
と
生

産
者
（
も
し
く
は
そ
の
組
織
）
が
相
対
で
個
々
に
行
い
、
指
定
生

乳
生
産
者
団
体
の
よ
う
に
、
複
数
の
大
手
乳
業
メ
ー
カ
ー
と
生
産

者
の
代
表
の
乳
価
交
渉
の
仕
組
み
は
無
い
こ
と
で
あ
る
。

従
っ
て
、
各
乳
業
メ
ー
カ
ー
の
乳
価
に
は
差
が
生
じ
る
（
第
1

表
）。
二
三
年
八
月
〜
二
四
年
七
月
平
均
で
は
、
最
高
が
ス
ペ
イ

ン
の
カ
プ
サ
フ
ー
ド
社
（
四
八
・
六
二
ユ
ー
ロ
／
一
〇
〇
㎏
）、

最
低
が
デ
イ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
社
（
四
〇
・
二
三
ユ
ー
ロ
／
一
〇
〇

㎏
）
と
、
一
㎏
あ
た
り
一
〇
円
程
⑺
の
差
が
あ
る
。
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⑵

ア
ー
ラ
フ
ー
ズ
に
お
け
る
乳
価
形
成

つ
ぎ
に
酪
農
協
系
乳
業
メ
ー
カ
ー
大
手
の
ア
ー
ラ
フ
ー
ズ
を
事

例
に
、乳
価
形
成
を
み
て
み
よ
う
。酪
農
協
系
乳
業
メ
ー
カ
ー
は
、

組
合
員
か
ら
の
生
乳
を
全
量
引
き
受
け
、
牛
乳
乳
製
品
の
製
造
か

ら
の
付
加
価
値
を
組
合
員
に
還
元
す
る
。
こ
れ
は
、
固
定
量
取
引

で
あ
る
非
酪
農
協
系
と
の
大
き
な
違
い
で
あ
る
。

こ
の
付
加
価
値
の
還
元
と
し
て
、
酪
農
協
系
で
は
、
月
次
で
支

払
わ
れ
る
乳
価
に
出
荷
乳
量
を
乗
じ
た
乳
代
と
、
事
業
年
度
末
に

支
払
わ
れ
る
、
子
会
社
の
乳
業
メ
ー
カ
ー
の
剰
余
金
か
ら
の
補
完

払
い
（
出
荷
乳
量
に
応
じ
た
分
配
金
）
が
あ
る
。
両
方
を
平
均
し

た
も
の
が
乳
価
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
総
（
代
）
会
が
決
定
す
る
⑻
。

Ｅ
Ｕ
の
乳
業
メ
ー
カ
ー
は
組
織
再
編
し
、
規
模
拡
大
と
多
国
籍

化
を
進
め
た
。
酪
農
協
系
も
例
外
で
は
な
く
、
複
数
国
に
組
合
員

が
い
る
場
合
も
あ
る
。
二
〇
二
三
年
の
売
上
高
が
一
三
七
億
ユ
ー

ロ
⑼
に
達
す
る
ア
ー
ラ
フ
ー
ズ
も
同
様
で
、
本
拠
地
は
デ
ン
マ
ー

ク
と
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
両
方
に
あ
り
、
ア
ー
ラ
フ
ー
ズ
酪
農
協

（A
rla

Foods
am

ba

）
の
組
合
員
は
、
デ
ン
マ
ー
ク
の
一
九
四

八
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
一
九
九
六
、
英
国
の
一
九
八
一
、
中
央
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
（
ド
イ
ツ
、
ベ
ル
ギ
ー
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル

グ
）
の
二
〇
七
四
と
な
っ
て
い
る
⑽
。

多
国
籍
化
に
伴
い
、
協
同
組
合
と
し
て
の
民
主
主
義
的
な
意
思

決
定
に
も
工
夫
が
必
要
と
な
っ
た
。
同
酪
農
協
で
は
、
ま
ず
地
域

第1表 各社の生産者乳価（23年8月～24年7月平均、乳脂肪分4．2％、乳
タンパク質3．4％）

資料 ZuivelNL「EDF-ZuivelNL International Milk Price Comparison」（24年8月29日公表）
（注）付加価値税は含まない。集乳量に応じた加重平均。（組）は酪農協系であり、酪農協系では事業年度末の

補完払い（分配金）を含む。

企業名 国 乳価
（€／100㎏）

ミルコベル（組） ベルギー 41．24
レイトリー・デ・アルデンヌ（組） ベルギー 40．93
ＤＭＫ（組） ドイツ 42．12
ホッホバルト（組） ドイツ 42．35
アーラフーズ（デンマーク）（組） デンマーク 42．21
カプサフード（組） スペイン 48．62
ヴァリオ（組） フィンランド 46．18
サヴァンシア（バス＝ノルマンディー地域圏） フランス 44．36
ダノン（パドカレー県） フランス 45．78
ラクタリス（ペイ・ド・ラ・ロワール地域圏） フランス 43．79
ソディアール（パドカレー県）（組） フランス 45．86
サプート・デイリーＵＫ（デイリークレスト） 英国 41．25
デイリーゴールド（組） アイルランド 40．23
ティルラン（グランビア）（組） アイルランド 40．78
ケリーアグリビジネス（組） アイルランド 41．58
フリースラントカンピナ（組） オランダ 43．79
各社平均 43．19
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段
階
で
総
代
を
選
出
す
る
。総
代
数
は
、デ
ン
マ
ー
ク（
七
四
人
）、

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
（
四
七
人
）、
英
国
（
二
九
人
）、
中
央
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
（
二
五
人
）
で
あ
る
。
こ
れ
に
従
業
員
代
表
（
一
二
人
）
を
加

え
、
総
代
会
（B

oard
ofR

epresentatives

）
が
組
織
さ
れ
る
。

こ
の
各
国
の
総
代
数
は
、
前
年
度
の
出
資
持
分
に
応
じ
て
割
り

振
ら
れ
る
。
こ
の
出
資
持
分
は
生
乳
出
荷
量
に
比
例
す
る
。
し
た

が
っ
て
、
地
域
段
階
の
総
代
選
出
で
は
一
人
一
票
制
だ
が
、
酪
農

協
の
最
高
機
関
で
あ
る
総
代
会
の
決
議
は
国
別
の
出
荷
生
乳
量
が

左
右
す
る
。

総
代
会
が
、
月
次
支
払
い
に
関
す
る
乳
価
の
価
格
モ
デ
ル
を
管

理
し
て
い
る
。
価
格
モ
デ
ル
は
非
公
表
だ
が
、
主
に
は
国
際
相
場

等
、
消
費
動
向
を
反
映
し
、
生
産
費
は
反
映
さ
れ
て
い
な
い
と
思

わ
れ
る
。
同
社
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
毎
月
公
表
さ
れ
て
い
る
、
前

月
比
で
の
乳
価
の
変
化
要
因
は
、
世
界
的
な
生
乳
需
給
、
Ｅ
Ｕ
域

内
の
コ
モ
デ
ィ
テ
ィ
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
動
向
、
家
計
の
消
費
動
向
で

あ
り
、
生
乳
生
産
費
に
は
言
及
が
な
い
。
こ
れ
は
、
過
去
の
酪
農

危
機
（
一
四
年
〜
一
六
年
）
で
も
同
様
で
あ
っ
た
。

さ
ら
に
、
二
二
年
度
の
子
会
社
の
乳
業
メ
ー
カ
ー
の
剰
余
金
か

ら
は
、
二
・
八
％
が
出
荷
乳
量
に
応
じ
て
組
合
員
に
分
配
さ
れ

た
。
こ
れ
も
子
会
社
側
の
将
来
的
な
設
備
投
資
等
と
の
調
整
の
う

え
、
総
代
会
が
決
定
し
て
い
る
。

二
二
年
度
で
は
、
月
次
の
乳
価
は
平
均
四
四
・
一
ユ
ー
ロ
セ
ン

ト
／
㎏
、
分
配
金
は
二
・
九
ユ
ー
ロ
セ
ン
ト
／
㎏
で
、
こ
れ
に
年

間
出
荷
乳
量
を
乗
じ
た
も
の
が
乳
代
の
合
計
と
な
る
。

こ
の
他
、
組
合
員
は
環
境
負
荷
軽
減
の
取
組
み
に
応
じ
た
報
酬

を
手
に
す
る
。
ア
ー
ラ
フ
ー
ズ
で
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

利
用
等
、
項
目
別
に
ポ
イ
ン
ト
を
組
合
員
に
付
与
し
、
一
ポ
イ
ン

ト
は
〇
・
〇
三
ユ
ー
ロ
セ
ン
ト
／
㎏
に
換
金
さ
れ
る
。
二
二
年
度

で
の
組
合
員
平
均
の
獲
得
ポ
イ
ン
ト
数
（
五
〇
ポ
イ
ン
ト
）
に
平

均
出
荷
量
（
一
・
六
千
ト
ン
）
を
乗
じ
る
と
、
年
間
四
万
ユ
ー
ロ

と
な
る
と
い
う
⑾
。

す
な
わ
ち
、
二
二
年
度
の
組
合
員
平
均
で
は
乳
価
は
四
七
ユ
ー

ロ
セ
ン
ト
／
㎏
、
乳
代
は
七
五
・
二
万
ユ
ー
ロ
で
、
主
に
牛
乳
乳

製
品
の
消
費
動
向
が
決
定
づ
け
る
月
次
の
乳
価
か
ら
の
影
響
が
大

き
い
が
乳
代
の
七
％
は
子
会
社
の
剰
余
金
か
ら
の
分
配
で
あ
る
。

ま
た
こ
の
他
に
、
乳
代
の
五
％
に
相
当
す
る
環
境
負
荷
軽
減
の
取

組
み
の
対
価
を
受
け
取
る
。

⑶

乳
価
決
定
に
か
か
る
フ
ァ
ク
タ
ー
の
多
様
性

日
本
と
同
様
に
生
乳
の
成
分
や
体
細
胞
数
等
の
品
質
に
応
じ
た

加
算
等
も
あ
る
か
ら
、
⑴
で
述
べ
た
以
上
に
出
荷
先
に
応
じ
て
実

際
の
乳
価
に
は
違
い
が
あ
る
し
、
ア
ー
ラ
フ
ー
ズ
単
体
で
も
、
各

組
合
員
が
手
に
す
る
乳
代
に
は
差
が
生
じ
る
。
ま
た
以
下
の
よ
う

に
、
Ｅ
Ｕ
の
酪
農
経
営
で
は
、
乳
価
決
定
の
フ
ァ
ク
タ
ー
が
多
様

で
あ
る
。

ま
ず
ア
ー
ラ
フ
ー
ズ
同
様
、
Ｅ
Ｕ
で
は
既
に
多
く
の
乳
業
メ
ー

適正な乳価・牛乳乳製品価格形成の模索―EUの試みから― ����������
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カ
ー
が
酪
農
経
営
の
環
境
負
荷
軽
減
の
取
組
み
に
報
酬
を
支
払
う

よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
Ｅ
Ｕ
で
は
一
定
の
規
模
以
上
の
企
業
が
、

二
〇
二
三
年
一
月
に
発
効
し
た
「
企
業
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
報
告

指
令
（
Ｃ
Ｓ
Ｒ
Ｄ
）」
の
も
と
、
非
財
務
情
報
の
開
示
を
義
務
付

け
ら
れ
て
い
る
。
乳
業
メ
ー
カ
ー
は
、
生
乳
生
産
段
階
の
温
室
効

果
ガ
ス
（
Ｇ
Ｈ
Ｇ
）
排
出
量
に
つ
い
て
も
「Scope3

⑿
」
と
し
て

計
測
と
削
減
を
進
め
て
お
り
、
酪
農
経
営
が
環
境
負
荷
軽
減
に
取

組
む
よ
う
な
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
の
付
与
は
重
要
と
な
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
組
合
員
か
ら
の
生
乳
出
荷
量
を
調
整
管
理
す
る
よ
う

な
乳
価
の
決
め
方
も
あ
る
。
こ
れ
は
、
出
荷
枠
（
ク
ォ
ー
タ
）
に

対
す
る
乳
価
と
そ
れ
を
超
過
し
た
低
乳
価
の
二
段
階
制
の
も
の

で
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
ヴ
ァ
リ
オ
社
や
フ
ラ
ン
ス
の
ソ
デ
ィ
ア
ー

ル
社
⒀
と
い
っ
た
酪
農
協
系
乳
業
メ
ー
カ
ー
が
採
用
し
て
い
る
。

少
数
だ
が
、
生
乳
生
産
費
を
乳
価
の
基
準
に
す
る
企
業
も
あ

る
。
酪
農
協
系
で
あ
る
、
ス
ペ
イ
ン
の
カ
プ
サ
フ
ー
ド
は
、
自
社

の
資
材
購
買
事
業
を
通
じ
生
産
資
材
価
格
の
動
向
を
把
握
し
て
、

乳
価
に
反
映
し
て
い
る
。

2
�
認
定
Ｐ
Ｏ
に
よ
る
団
体
交
渉
の
推
進

⑴

団
体
交
渉
が
必
要
と
な
っ
た
背
景

Ｅ
Ｕ
の
生
産
者
数
は
九
百
万
近
い
が
、
食
品
製
造
業
等
は
少
数

大
規
模
化
し
て
お
り
、
こ
の
非
対
称
な
構
造
が
、
二
〇
〇
八
年
〜

〇
九
年
と
一
四
〜
一
六
年
の
酪
農
危
機
に
課
題
視
さ
れ
た
。
国
際

相
場
の
急
落
に
伴
い
、
交
渉
力
の
弱
い
酪
農
経
営
に
し
わ
寄
せ
す

る
か
た
ち
で
、
乳
価
が
下
落
し
た
か
ら
だ
。

〇
八
〜
〇
九
年
の
酪
農
危
機
に
は
フ
ラ
ン
ス
が
リ
ー
ド
す
る
か

た
ち
で
、
欧
州
委
員
会
に
「
ミ
ル
ク
に
関
す
る
ハ
イ
レ
ベ
ル
専
門

家
グ
ル
ー
プ
（H

igh
LevelExpert

G
roup

on
M
ilk

（
Ｈ
Ｌ

Ｇ
））」が
設
置
さ
れ
た
。一
〇
年
の
Ｈ
Ｌ
Ｇ
の
最
終
レ
ポ
ー
ト
は
、

①
酪
農
経
営
の
交
渉
力
の
向
上
や
認
定
Ｐ
Ｏ
に
よ
る
団
体
交
渉
の

推
進
、
②
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
透
明
性
の
向
上
を
提
唱
し
、
そ

の
内
容
は
一
二
年
施
行
の
「
酪
農
パ
ッ
ケ
ー
ジ
（
Ｅ
Ｕ
規
則
一
三

〇
八
／
二
〇
一
三
に
統
合
さ
れ
た
Ｃ
Ｍ
Ｏ
規
則
の
ま
と
ま
り
）」

に
盛
り
込
ま
れ
た
。

⑵

認
定
Ｐ
Ｏ
の
役
割

認
定
Ｐ
Ｏ
と
は
、
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
が
認

定
し
た
生
産
者
組
織
で
あ
る
。
認
定
の

条
件
は
、
民
主
主
義
的
な
意
思
決
定
を

行
う
こ
と
や
、
生
産
者
に
よ
る
自
発
的

な
組
織
化
等
で
あ
る
。
法
的
形
態
は
問

わ
な
い
。
認
定
を
受
け
て
い
な
い
生
産

者
組
織
（producer

organisation

）

も
あ
る
し
、
認
定
Ｐ
Ｏ
で
あ
る
農
協
も

存
在
す
る
（
第
1
図
）。

認
定
Ｐ
Ｏ
は
、
規
則（
Ｅ
Ｕ
）Ｎ
ｏ
�

第1図 認定POとは

資料 筆者作成
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認定POによる団体交渉対象
数量/集乳量（23年、国別）

一
三
〇
八
／
二
〇
一
三
の
第
一
五
二
条
が
指
定
す
る
事
業
目
的
か

ら
、
少
な
く
と
も
一
つ
を
追
求
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

る
。
こ
の
事
業
目
的
に
は
、
品
質
や
供
給
量
を
計
画
的
に
調
整
し

た
生
産
等
が
あ
る
も
の
の
、
価
格
に
関
す
る
事
業
目
的
は
含
ま
れ

て
い
な
い
。
一
方
、
酪
農
部
門
の
認
定
Ｐ
Ｏ
に
つ
い
て
は
、
第
一

六
一
条
の
も
と
、
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
判
断
で
、
組
織
の
目
的
を
「
生
産

費
削
減
や
生
産
者
価
格
の
安
定
」
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

生
乳
取
引
の
出
荷
契
約
に
関
し
、
認
定
Ｐ
Ｏ
は
団
体
交
渉
が
可

能
で
あ
る
（
第
一
四
九
条
）。
団
体
交
渉
の
対
象
は
、
認
定
Ｐ
Ｏ

の
総
乳
量
ま
た
は
そ
の
一
部
の
い
ず
れ
も
可
能
で
、
認
定
Ｐ
Ｏ
に

よ
る
買
取
販
売
ま
た
は
委
託
販
売
⒁
を
問
わ
ず
、
各
会
員
の
乳
価

は
単
一
で
も
そ
う
で
な
く
て
も
良
い
と
さ
れ
る
。

認
定
Ｐ
Ｏ
は
、
欧
州
農
業
農
村
振
興
基
金
（
Ｅ
Ａ
Ｆ
Ｒ
Ｄ
）
等

の
財
政
支
援
の
対
象
と
な
り
、
Ｅ
Ｕ
競
争
規
則
の
適
用
除
外
と
な

る
⒂
。
さ
ら
に
市
場
の
混
乱
に
よ
る
価
格
変
動
幅
が
大
き
く
な
っ

た
際
は
、
一
層
の
競
争
規
則
の
適
用
免
除
が
可
能
に
な
る
（
第
二

二
二
条
）。

た
だ
し
、
団
体
交
渉
の
対
象
数
量
に
は
上
限
が
あ
り
、
Ｅ
Ｕ
の

生
乳
生
産
量
の
四
％
、
も
し
く
は
当
該
取
引
が
行
わ
れ
て
い
る
加

盟
国
の
生
乳
生
産
量
の
三
三
％
（
も
し
く
は
集
乳
量
の
三
三
％
）

未
満
と
さ
れ
る
。
二
〇
二
二
年
の
Ｅ
Ｕ
の
生
乳
生
産
量
（
一
六
〇

百
万
ト
ン
）
で
あ
れ
ば
最
大
六
百
万
ト
ン
超
、
も
し
く
は
Ｅ
Ｕ
最

大
の
生
乳
生
産
国
ド
イ
ツ
の
生
乳
生
産
量
（
二
二
年
に
三
二
・
四

第2図 認定POによる団体交渉対象数量／集乳量（EU）

資料 欧州委員会ウェブサイト
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百
万
ト
ン
）
の
三
三
％
か
ら
は
、
一
一
百
万
ト
ン
未
満
と
、
い
ず

れ
も
日
本
の
生
乳
生
産
量
か
ら
み
る
と
十
分
大
き
い
。

⑶

認
定
Ｐ
Ｏ
の
組
織
数
や
団
体
交
渉
対
象
数
量

認
定
Ｐ
Ｏ
の
組
織
数
⒃
は
、
二
〇
一
五
年
の
二
〇
四
か
ら
二
一

年
の
三
六
五
ま
で
増
加
し
た
。
こ
の
う
ち
、
一
五
年
は
ド
イ
ツ
に

一
五
二
が
あ
り
、
二
一
年
も
一
七
六
は
ド
イ
ツ
に
あ
る
。
二
一
年

に
つ
い
て
、
認
定
Ｐ
Ｏ
の
数
が
多
い
の
は
、
ド
イ
ツ
に
つ
い
で
フ

ラ
ン
ス
（
九
二
）
や
イ
タ
リ
ア
（
五
一
）
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
認
定
Ｐ
Ｏ
⒄
の
団
体
交
渉
の
対
象
数
量
は
一
五
年
の
一
九

五
四
・
七
万
ト
ン
か
ら
二
三
年
に
は
三
二
〇
八
・
二
万
ト
ン
へ
増

え
、
Ｅ
Ｕ
の
集
乳
量
に
占
め
る
割
合
は
同
期
間
に
一
四
・
二
％
か

ら
二
二
・
一
％
へ
上
昇
し
た
（
第
2
図
）。
ま
た
二
三
年
の
国
別

で
は
、
チ
ェ
コ
の
同
割
合
が
七
七
％
と
高
い
。

以
上
よ
り
、
酪
農
協
系
乳
業
メ
ー
カ
ー
の
取
扱
量
と
認
定
Ｐ
Ｏ

を
通
じ
た
団
体
交
渉
対
象
数
量
を
あ
わ
せ
る
と
、
Ｅ
Ｕ
の
集
乳
量

の
七
割
で
、
酪
農
協
の
総
代
会
や
認
定
Ｐ
Ｏ
と
し
て
の
生
産
者
の

組
織
化
に
よ
り
、
乳
価
形
成
へ
の
生
産
者
の
意
思
反
映
が
行
わ
れ

て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

3
�
Ｅ
Ｕ
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
各
段
階
で
の
取
引

実
態
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
よ
る
透
明
性
の
向
上

最
後
に
、
欧
州
委
員
会「
牛
乳
乳
製
品
市
場
観
測
サ
イ
ト（T

he

European
m
ilk

m
arket

O
bservatory

（
以
下
「
Ｍ
Ｍ
Ｏ
」））」

に
よ
る
、
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
の
乳
価
（
Ｅ
Ｕ
平
均
と
国
別
、
ス
ポ
ッ
ト

価
格
）
や
粗
利
（gross

m
argin

）
等
の
情
報
発
信
の
仕
組
み
を

み
て
み
よ
う
。

⑴

Ｍ
Ｍ
Ｏ
に
よ
る
各
種
統
計
の
公
表

Ｍ
Ｍ
Ｏ
は
、
牛
乳
乳
製
品
に
関
す
る
企
業
や
公
的
機
関
が
、
市

場
を
的
確
に
観
察
し
、
適
切
な
判
断
を
下
す
た
め
の
も
の
で
あ

る
。
そ
の
目
的
は
①
フ
ー
ド
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
に
お
け
る
透
明

性
の
向
上
、
②
事
業
者
と
公
的
機
関
に
正
し
い
情
報
の
提
供
、
③

市
場
の
成
長
や
市
場
の
機
能
発
揮
の
阻
害
に
つ
い
て
の
円
滑
な
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
で
あ
る
。

具
体
的
に
は
、
Ｍ
Ｍ
Ｏ
は
、
価
格
と
粗
利
、
生
産
量
・
製
造
量
、

消
費
動
向
に
つ
い
て
の
既
存
の
統
計
を
図
表
化
し
、
公
表
し
て
い

る
。
公
表
媒
体
は
、
欧
州
委
員
会
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（「
ア
グ
リ

フ
ー
ド
デ
ー
タ
ポ
ー
タ
ル
」
の
「
ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ド
」）
の
ほ
か
、

サ
ブ
ス
ク
リ
プ
シ
ョ
ン
で
発
信
さ
れ
る
「
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
」
や

Ｘ
（
旧T

w
itter

）
と
多
数
あ
る
。

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
に
お
け
る
生
産
者
の
地
位
を
評
価
す
る
場

合
、
最
も
注
目
さ
れ
る
の
が
粗
利
と
考
え
ら
れ
る
。
粗
利
が
極
端

に
低
い
と
生
産
者
は
川
下
か
ら
不
当
に
扱
わ
れ
て
い
る
可
能
性
が

高
い
と
い
う
わ
け
だ
。
欧
州
委
員
会
農
業
・
農
村
開
発
総
局
が
規

定
す
る
こ
こ
で
の
粗
利
と
は
、
乳
代
収
入
（
生
乳
代
金
、
自
家
製

造
に
よ
る
乳
製
品
販
売
代
金
、
お
よ
び
補
助
金
（
カ
ッ
プ
ル
支
払
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い
の
み
））
か
ら
営
業
経
費
（
飼
料
費
、
医
療
費
等
投
入
財
、
そ

の
他
費
用
（
農
機
の
維
持
管
理
費
、
燃
料
費
、
作
業
委
託
料
、
固

定
資
産
税
等
））
を
差
し
引
い
た
も
の
で
あ
る
。

日
本
の
畜
産
物
生
産
費
統
計
で
は
粗
収
益
に
は
子
牛
等
の
副
産

物
販
売
を
含
め
る
等
、
対
象
が
酪
農
経
営
と
な
っ
て
い
る
と
思
わ

れ
る
。
一
方
、
副
産
物
収
入
を
考
慮
し
な
い
、
Ｍ
Ｍ
Ｏ
で
の
粗
利

の
考
え
方
は
、
あ
く
ま
で
生
乳
と
い
う
商
品
を
対
象
と
し
て
い

る
。こ

こ
で
用
い
ら
れ
る
デ
ー
タ
は
、
ユ
ー
ロ
圏
統
計
局
（
Ｅ
Ｕ
Ｒ

Ｏ
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｔ
）
等
か
ら
得
る
が
、
即
時
性
を
高
め
る
た
め
、
執
筆

時
（
二
〇
二
四
年
九
月
）
現
在
の
公
表
値
（
二
四
年
一
〜
三
月
）

ま
で
を
、
一
八
年
度
の
確
定
値
か
ら
の
推
計
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
統
計
の
取
り
ま
と
め
や
公
表
の
ほ
か
、「
Ｍ
Ｍ
Ｏ

経
済
理
事
会
（Econom

ic
B
oard

M
eeting

）」
が
年
四
回
開
催

さ
れ
る
。
参
加
者
は
、
欧
州
農
業
組
織
委
員
会
・
欧
州
農
業
協
同

組
合
委
員
会
（C

O
PA

-C
O
G
EC

A

）、
欧
州
ミ
ル
ク
ボ
ー
ド
（
Ｅ

Ｍ
Ｂ
）、
Ｅ
Ｃ
Ｖ
Ｃ
（
世
界
的
な
農
民
運
動
団
体
ビ
ア
・
カ
ン
ペ

シ
ー
ナ
の
欧
州
団
体
⒅
）、
Ｃ
Ｅ
Ｊ
Ａ
（
欧
州
青
年
農
業
者
協
議

会
）、
Ｅ
Ｄ
Ａ
（
欧
州
乳
業
協
会
）、Eucolait

（
欧
州
乳
製
品
輸

出
入
・
販
売
業
者
連
合
）、Eurocom

m
erce

（
欧
州
商
工
会
）

で
あ
る
。

同
理
事
会
で
は
、
生
乳
生
産
量
、
乳
製
品
製
造
、
乳
価
、
集
乳

量
、
飼
料
価
格
、
コ
モ
デ
ィ
テ
ィ
の
乳
製
品
の
相
場
、
オ
ー
ガ
ニ

ッ
ク
市
場
、
Ｅ
Ｕ
域
内
の
在
庫
状
況
（
推
計
）、
乳
製
品
の
国
際

相
場
、
消
費
動
向
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
、
各
デ
ー
タ
を
参
加
者

で
共
有
す
る
。
さ
ら
に
そ
の
内
容
の
評
価
や
市
場
成
長
に
関
し

て
、
参
加
者
は
政
治
的
な
ポ
ジ
シ
ョ
ン
等
に
関
わ
ら
ず
、
冷
静
な

議
論
を
行
う
こ
と
が
前
提
と
さ
れ
て
い
る
。

一
四
年
に
開
始
し
た
Ｍ
Ｍ
Ｏ
は
二
四
年
に
一
〇
周
年
を
迎
え
て

お
り
、
十
分
な
効
果
を
生
ん
で
い
る
よ
う
だ
。
二
二
年
一
二
月
〜

二
三
年
一
月
実
施
の
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
等
へ
の
調
査
⒆
で
は
、
Ｍ
Ｍ
Ｏ

が
フ
ー
ド
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
透
明
性
向
上
に
効
果
的
と
一
九

カ
国
が
回
答
し
て
い
る
。
ま
た
、
具
体
的
な
Ｍ
Ｍ
Ｏ
が
も
た
ら
す

効
果
と
し
て
、
資
材
価
格
高
騰
が
農
業
経
営
に
深
刻
な
影
響
を
及

ぼ
し
て
い
る
こ
と
、
イ
ン
フ
レ
で
消
費
者
が
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
商
品

等
を
買
い
控
え
て
い
る
こ
と
等
が
い
ち
早
く
認
識
で
き
た
と
評
価

さ
れ
て
い
る
。

な
お
Ｍ
Ｍ
Ｏ
は
生
乳
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
一
四
年
の
開

始
以
降
、
牛
肉
・
豚
肉
（
一
六
年
）、
砂
糖
（
一
七
年
）、
穀
物
（
一

七
年
）、
青
果
（
一
九
年
）、
ワ
イ
ン
（
一
九
年
）
と
他
の
部
門
で

も
同
様
の
仕
組
み
が
講
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

4
�
Ｅ
Ｕ
の
取
組
み
か
ら
の
示
唆

繰
り
返
し
に
な
る
が
、
日
本
の
適
正
な
価
格
形
成
に
か
か
る
課

題
は
、
①
食
料
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
価
格
交
渉
力
の
非
対
称
性
、

②
公
的
統
計
の
即
時
性
の
欠
如
、
③
不
公
正
な
取
引
、
④
取
引
交

適正な乳価・牛乳乳製品価格形成の模索―EUの試みから― ����������
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渉
に
お
け
る
透
明
性
の
欠
如
、
⑤
生
産
資
材
高
騰
を
織
り
込
ん
だ

価
格
形
成
に
よ
る
国
産
市
場
の
縮
小
へ
の
対
策
で
あ
っ
た
。

本
稿
で
は
、
こ
う
し
た
課
題
解
決
へ
の
示
唆
を
Ｅ
Ｕ
の
取
組
み

に
求
め
た
。
Ｅ
Ｕ
は
そ
も
そ
も
輸
出
大
国
で
あ
り
、
乳
製
品
の
在

庫
水
準
等
が
違
う
し
、
さ
ら
に
乳
価
は
生
産
者
と
乳
業
メ
ー
カ
ー

が
個
別
に
取
り
決
め
、
そ
の
フ
ァ
ク
タ
ー
は
消
費
動
向
に
依
存
す

る
ほ
か
多
様
性
に
富
む
等
、
相
違
点
は
多
い
。

そ
の
な
か
で
、
重
視
さ
れ
て
い
る
の
は
生
産
者
の
交
渉
力
強
化

で
あ
る
。
認
定
Ｐ
Ｏ
と
し
て
の
団
体
交
渉
の
推
進
に
つ
い
て
は
、

と
く
に
酪
農
部
門
に
の
み
、
価
格
に
関
す
る
目
的
で
の
組
織
化
が

可
能
と
な
っ
て
い
た
。

生
乳
生
産
は
牛
の
妊
娠
出
産
と
い
う
生
理
に
左
右
さ
れ
、
腐
り

や
す
く
、
搾
乳
直
後
に
出
荷
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
生
乳

の
特
殊
性
が
あ
る
。
Ｅ
Ｕ
で
も
、
生
産
者
は
乳
業
メ
ー
カ
ー
と
個

別
で
相
対
で
の
乳
価
交
渉
を
行
う
な
か
、
条
件
不
利
で
も
出
荷
し

続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
等
、
相
対
的
に
不
利
な
立
場
に
陥
り
や

す
い
。
そ
の
な
か
で
、
例
え
ば
認
定
Ｐ
Ｏ
が
連
合
組
織
と
し
て
の

認
定
Ｐ
Ｏ
を
設
立
し
、
そ
れ
が
全
体
の
団
体
交
渉
の
み
を
引
き
受

け
る
等
で
、
取
扱
対
象
の
乳
量
を
増
や
す
よ
う
な
、
交
渉
力
向
上

が
目
指
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
上
述
の
価
格
形
成
に
か
か

る
課
題
の
う
ち
、
と
く
に
①
や
③
や
④
の
対
策
に
な
っ
て
い
る
と

思
わ
れ
る
。

さ
ら
に
、
Ｅ
Ｕ
で
は
認
定
Ｐ
Ｏ
と
酪
農
協
系
乳
業
メ
ー
カ
ー
を

あ
わ
せ
て
も
、
乳
価
形
成
に
つ
い
て
生
産
者
が
組
織
化
に
よ
り
乳

業
メ
ー
カ
ー
側
と
団
体
交
渉
で
き
て
い
る
の
は
、
集
乳
量
の
七
割

で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
自
主
流
通
に
よ
る
生
乳
取
引
も
増
え

つ
つ
あ
る
が
、
未
だ
集
乳
量
の
九
割
が
従
来
の
団
体
交
渉
の
枠
組

み
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
、
日
本
の
高
い
組
織
率
を
再
評
価
す
る

べ
き
と
考
え
る
。
日
本
で
は
、
Ｅ
Ｕ
に
比
べ
優
れ
て
い
る
点
を
保

持
し
な
が
ら
の
制
度
改
善
を
目
指
す
べ
き
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
Ｍ
Ｍ
Ｏ
に
つ
い
て
は
、
食
料
シ
ス
テ
ム
の
各
段
階
の
情

報
の
共
有
を
促
進
し
て
い
た
。
統
計
を
グ
ラ
フ
化
し
消
費
者
に
も

理
解
し
や
す
く
、
ま
た
公
表
媒
体
の
工
夫
で
情
報
発
信
を
強
化
し

て
い
る
。
さ
ら
に
情
報
共
有
や
議
論
の
為
の
各
利
益
代
表
団
体
の

会
議
体
も
設
置
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
、
②
や
④
に
効
果
的
で
あ

ろ
う
し
、
酪
農
経
営
の
粗
利
の
縮
小
と
い
う
形
で
、
消
費
者
団
体

等
が
正
確
に
酪
農
経
営
の
窮
乏
を
把
握
で
き
、
消
費
者
が
国
産
品

を
買
い
支
え
る
行
動
に
発
展
し
や
す
い
と
い
う
意
味
で
、
⑤
に
も

プ
ラ
ス
の
効
果
を
及
ぼ
す
と
考
え
る
。

【
参
考
文
献
】

European
C
om

m
ission,2023,

R
eport

from
the

com
m
ission

to
the

european
parliam

ent
and

the
council,

O
n

U
nion

M
arket

O
bservatories

明
田
作
、二
〇
二
〇
、「
農
業
分
野
に
お
け
る
Ｅ
Ｕ
の
競
争
政
策
と
そ
の
動
向
」

『
農
林
金
融
』
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小
田
志
保
、
二
〇
一
九
、「
Ｅ
Ｕ
の
酪
農
部
門
に
お
け
る
生
産
者
組
織
Ｐ
Ｏ
ｓ

の
制
度
と
実
態
」『
農
林
金
融
』

経
済
産
業
省
「
令
和
四
年
度
商
取
引
・
サ
ー
ビ
ス
環
境
の
適
正
化
に
係
る
事

業
（
小
売
・
流
通
業
の
在
り
方
に
関
す
る
調
査
）
に
関
す
る
調
査
報
告
書
」

（
二
〇
二
三
年
三
月
三
一
日
）、
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
リ
サ
ー
チ
＆
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
社
作
成

注⑴

独
占
禁
止
法
と
の
整
合
性
に
つ
い
て
も
委
員
か
ら
多
数
指
摘
を
受
け
て

い
る
が
、
紙
幅
の
関
係
で
こ
こ
で
は
扱
わ
な
い
。

⑵

牛
以
外
の
生
乳
を
含
む
。

⑶

Ｅ
Ｕ
加
盟
国
の
国
内
法
へ
の
反
映
は
二
〇
二
一
年
。

⑷

Ａ
Ｌ
Ｉ
Ｃ
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
よ
り
、
二
十
三
年
度
の
バ
タ
ー
の
推
定
出
回

り
量
と
推
定
期
末
在
庫
量
か
ら
計
算
。

⑸

https://w
w
w
.clal.it/en/?section=

quadro_europa

⑹

二
〇
一
六
年
の
欧
州
委
員
会
の
レ
ポ
ー
ト
で
は
六
〇
％
前
後
。
そ
の
後

公
表
資
料
は
無
い
。

⑺

日
経
新
聞
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
為
替
情
報
で
計
算
。

⑻

https://com
m
ittees.parliam

ent.uk/w
rittenevidence/3653/pdf/

⑼

同
売
上
高
で
世
界
上
位
に
ラ
ン
ク
イ
ン
し
て
い
る
酪
農
協
系
乳
業
メ
ー

カ
ー
に
は
、
フ
リ
ー
ス
ラ
ン
ド
カ
ン
ピ
ナ
（
オ
ラ
ン
ダ
、
一
三
〇
億
ユ
ー

ロ
）、
ソ
デ
ィ
ア
ー
ル
（
フ
ラ
ン
ス
、
五
八
億
ユ
ー
ロ
）、
Ｄ
Ｍ
Ｋ
（
ド
イ

ツ
、
五
五
億
ユ
ー
ロ
）が
あ
る
。
オ
ラ
ン
ダ
の
ラ
ボ
バ
ン
ク
調
べ
に
依
拠
。

⑽

二
三
年
の
統
合
報
告
書
の
数
値
。

⑾

ア
ー
ラ
フ
ー
ズ
の
二
三
年
の
統
合
報
告
書
の
数
値
。
単
純
に
計
算
す
る

と
二
・
四
万
ユ
ー
ロ
と
な
る
為
、
公
表
さ
れ
て
い
な
い
加
算
手
段
が
あ
る

と
み
ら
れ
る
。

⑿

対
外
的
な
信
用
を
得
る
た
め
、
Ｇ
Ｈ
Ｇ
プ
ロ
ト
コ
ル
に
則
り
、
企
業
に

は
調
達
し
た
原
材
料
が
生
産
さ
れ
た
段
階
に
つ
い
て
も
Ｇ
Ｈ
Ｇ
排
出
量
の

計
測
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
原
材
料
に
係
る
Ｇ
Ｈ
Ｇ
排
出
量
はScope

3

と
い
う
区
分
に
整
理
さ
れ
て
い
る
。

⒀

ソ
デ
ィ
ア
ー
ル
社
は
エ
ガ
リ
ム
法
の
適
用
を
受
け
て
、
既
に
こ
こ
で
述

べ
た
乳
価
の
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
を
変
更
し
て
い
る
可
能
性
は
高
い
。

⒁

た
だ
し
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
国
内
制
度
（
た
と
え
ば
エ
ガ
リ
ム
法
）
で
取

り
扱
う
。
所
有
権
移
転
の
認
定
Ｐ
Ｏ
ｓ
と
そ
れ
以
外
の
認
定
Ｐ
Ｏ
ｓ
を
区
別

し
て
い
る
。

⒂

Ｅ
Ｕ
規
則
（
一
三
〇
八
／
二
〇
一
三
）
第
一
五
二
条

⒃

認
定
Ｐ
Ｏ
の
連
合
会
も
含
め
る
。

⒄

認
定
Ｐ
Ｏ
の
連
合
会
も
含
め
る
。

⒅

以
下
、
各
団
体
名
の
日
本
語
訳
は
Ｊ
ミ
ル
ク
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（https://

w
w
w
.j-m

ilk.jp/report/international/h4ogb4000000e3x8-att/h4og
b4000000e3ze.pdf

）
を
参
考
。

⒆

Ｍ
Ｍ
Ｏ
に
加
え
、
そ
の
他
の
部
門
で
の
同
様
の
取
組
み
に
対
し
て
の
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
。
二
一
の
加
盟
国
等
が
回
答
。
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1
�
は
じ
め
に

筆
者
は
本
誌
の
八
六
五
号（
二
〇
二
四
年
三
月
号
）に
お
い
て
、

農
産
物
価
格
形
成
の
考
え
方
と
し
て
生
産
費
説
と
需
給
説
が
あ
る

こ
と
を
指
摘
し
た
。
農
林
水
産
省
で
現
在
進
め
ら
れ
て
い
る
政
策

の
検
討
は
、
前
者
に
該
当
す
る
の
が
「
合
理
的
な
価
格
形
成
」⑴

で
あ
り
、
農
協
系
統
組
織
を
中
心
と
し
て
運
動
論
に
も
と
づ
い
た

政
策
形
成
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
一
方
で
、
後
者
に
該
当
す
る
の

が
、
現
物
市
場
と
先
物
市
場
の
開
設
を
軸
と
し
た
「
価
格
形
成
の

場
」
の
議
論
で
あ
り
、
価
格
形
成
を
市
場
の
機
能
に
委
ね
る
と
い

う
も
の
で
あ
っ
た
（
西
川
（
二
〇
二
四
ａ
））。
議
論
の
構
図
自
体

に
変
化
は
無
い
が
、
そ
れ
を
取
り
巻
く
状
況
は
変
化
を
し
て
い

る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
直
近
の
状
況
の
変
化
を
整
理
し
、
今
後

の
議
論
を
展
望
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

2
�
状
況
の
変
化

⑴

「
合
理
的
な
価
格
形
成
」
を
め
ぐ
る
農
林
水
産
省
の
考
え
方

こ
の
間
の
状
況
の
変
化
と
し
て
は
、
第
一
に
、「
合
理
的
な
価

格
形
成
」
を
め
ぐ
る
農
林
水
産
省
の
考
え
方
が
明
瞭
に
な
っ
て
き

た
こ
と
で
あ
る
。
本
誌
の
八
七
〇
号
（
二
〇
二
四
年
八
・
九
月
）

で
は
、
二
〇
二
四
年
度
の
『
食
料
・
農
業
・
農
村
白
書
』
を
め
ぐ

っ
て
、
農
林
行
政
を
考
え
る
会
と
農
林
水
産
省
と
の
間
で
行
わ
れ

た
研
究
会
の
内
容
を
掲
載
し
て
い
る（
農
林
行
政
を
考
え
る
会（
二

〇
二
四
））。
白
書
に
お
い
て
は
、
稲
作
で
は
合
理
的
な
価
格
形
成

の
仕
組
み
を
構
築
す
る
だ
け
で
な
く
、
需
要
の
変
化
に
合
わ
せ
た

生
産
構
造
の
転
換
が
進
ま
な
か
っ
た
た
め
、「
需
要
に
応
じ
た
生

産
」
を
政
策
と
し
て
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
旨
が
記
さ
れ
て
い

米
の
価
格
形
成
を
め
ぐ
る
動
向
と
展
望

―「
合
理
的
な
価
格
形
成
」と「
価
格
形
成
の
場
」を
め
ぐ
っ
て
―

西
川
邦
夫

茨
城
大
学

������������������������ 農村と都市をむすぶ2024．11
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た
（
ｐ
�
一
六
）。
な
お
、「
需
要
に
応
じ
た
生
産
」
と
は
「
生
産

調
整
」
に
代
わ
っ
て
農
林
水
産
省
が
用
い
て
い
る
用
語
で
あ
り
、

行
わ
れ
て
い
る
政
策
の
実
態
は
生
産
調
整
と
変
わ
ら
な
い
。

そ
こ
で
筆
者
は
、
稲
作
の
よ
う
に
「
需
要
に
応
じ
た
生
産
」
が

実
現
さ
れ
て
い
な
い
と
さ
れ
る
部
門
で
は
、
そ
の
よ
う
な
状
況
は

農
業
者
の
責
任
で
あ
る
た
め
価
格
が
低
い
の
は
や
む
を
得
ず
、
生

産
費
を
考
慮
し
た
価
格
形
成
の
仕
組
は
必
要
と
は
さ
れ
な
い
の
か

と
い
う
質
問
を
し
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
農
林
水
産
省
で
「
合
理

的
な
価
格
形
成
」
の
議
論
を
進
め
て
い
る
、
適
正
な
価
格
形
成
に

関
す
る
協
議
会
の
事
務
局
を
担
当
し
て
い
る
木
村
崇
之
新
事
業
・

食
品
産
業
部
企
画
グ
ル
ー
プ
長
は
、「
需
要
に
応
じ
た
生
産
は
変

わ
ら
な
い
の
で
す
け
れ
ど
も
、
持
続
性
の
観
点
か
ら
費
用
を
考
慮

す
る
仕
組
み
を
併
せ
て
検
討
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
と
い
う
こ
と
に

し
て
い
ま
す
の
で
、
ど
っ
ち
か
が
あ
れ
ば
こ
の
仕
組
み
は
不
要
と

い
う
こ
と
で
は
な
く
て
、
…
（
中
略
）
…
基
本
的
に
需
要
に
応
じ

た
生
産
を
き
ち
ん
と
行
っ
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
そ
れ
が
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
の
中
で
き
ち
ん
と
価
格
転
嫁
さ
れ
て
い
く
こ
と
が
大

事
だ
と
思
い
ま
す
の
で
…
」（
ｐ
�
三
〇
）
と
回
答
し
た
。

ま
た
、
木
村
グ
ル
ー
プ
長
は
別
の
箇
所
で
、「
今
回
最
初
に
検

討
し
た
品
目
と
し
て
は
、
飲
用
の
牛
乳
と
豆
腐
、
納
豆
と
い
う
こ

と
で
、
皆
さ
ん
ご
案
内
の
と
お
り
、
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
や
デ
ィ
ス

カ
ウ
ン
ト
ス
ト
ア
な
ど
で
安
売
り
さ
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
、

客
寄
せ
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
納
入
し
て
い
る
牛
乳
の
生

産
者
と
か
豆
腐
、
納
豆
の
メ
ー
カ
ー
に
し
た
ら
持
続
的
で
は
な
い

ケ
ー
ス
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
、
…
（
中
略
）
…

決
し
て
生
産
者
だ
け
が
こ
の
仕
組
み
が
必
要
だ
と
言
っ
て
い
る
の

で
は
な
く
て
、
川
中
、
川
下
の
皆
さ
ん
も
含
め
て
社
会
課
題
と
し

て
持
続
性
の
確
保
を
図
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
」（
ｐ
�

二
八
）
と
も
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
木
村
グ
ル
ー
プ
長
の
発
言

か
ら
は
、
生
産
費
が
適
切
に
反
映
さ
れ
な
い
、
流
通
過
程
を
中
心

と
し
た
フ
ー
ド
チ
ェ
ー
ン
に
お
け
る
価
格
形
成
の
あ
り
方
に
対
す

る
問
題
意
識
が
う
か
が
え
る
。「
合
理
的
な
価
格
形
成
」
の
議
論

は
、
生
産
調
整
を
含
め
た
農
業
生
産
構
造
で
は
な
く
、
流
通
過
程

に
焦
点
を
当
て
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
瞭
に
な
り
つ
つ
あ
る
と

言
え
よ
う
。

生
産
調
整
を
実
施
し
て
供
給
量
を
絞
っ
た
う
え
で
、
流
通
過
程

で
価
格
転
嫁
を
行
っ
て
い
く
と
い
う
考
え
方
は
、「
合
理
的
な
価

格
形
成
」
の
議
論
の
枢
要
点
で
あ
る
。
先
述
の
協
議
会
で
は
、
生

産
者
代
表
か
ら
も
同
様
の
見
解
が
表
明
さ
れ
て
い
る
。「
生
産
サ

イ
ド
と
し
て
は
、
需
要
に
応
じ
た
生
産
を
す
る
の
が
基
本
で
あ
る

こ
と
は
変
わ
り
な
く
、
そ
の
点
に
つ
い
て
は
引
き
続
き
し
っ
か
り

と
取
り
組
ん
で
き
た
い
。
…
（
中
略
）
…
コ
ス
ト
の
増
減
、
と
り

わ
け
上
昇
分
を
価
格
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
は
、
現
場
で
の
期
待
感

が
非
常
に
大
き
い
。
需
要
に
応
じ
た
生
産
と
合
理
的
な
費
用
の
考

慮
の
両
立
を
い
か
に
し
て
図
っ
て
い
く
の
か
が
議
論
の
な
か
で
も

重
要
だ
と
思
っ
て
い
る
」⑵
と
い
っ
た
具
合
で
あ
る
。

米の価格形成をめぐる動向と展望―「合理的な価格形成」と「価格形成の場」をめぐって― ��
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第1表 適正な価格形成に関する協議会における消費者理解に関する発言

資料：農林水産省「適正な価格形成に関する協議会 議事要旨」（各版）より作成。

発言者 所属 発言内容 発現回

郷野智砂子 全国消費者団体連
絡会事務局長

（消費者が―筆者注―）生産コストの価格反映
ということを理解することで、必ずしも消費が
進むとも限らず、買い控えがあったとしてもそ
れは消費者のせいではないということを改めて
申し上げたい。

第2回協議会
（2023年10月11
日）

牧野剛 日本チェーンスト
ア協会専務理事

皆がサプライチェーンの中で非常に工夫し、価
値を高めている。それを評価して買ってくれる
というのが基本であって、そこに人為的な力を
加えると、消費者が離れていく要因になるので
はないか。

第2回協議会
（2023年10月11日）

田辺恵子 主婦連合会
副会長

原材料費などの上昇分が価格に反映されていな
いことは理解できるが、価格転嫁を消費者が需
要するためには環境整備が必要であり、賃金が
伸び悩む中での消費には慎重にならざるを得な
い。

第2回協議会
（2023年10月11日）

沼田一政 日本乳業協会
専務理事

コストを積み上げて価格が形成された場合、そ
うした、消費者が手に取れない価格以上の価格
になることが間違いなく出てくると思う。

第3回協議会
（2023年12月27日）

島原康浩
全国スーパーマー
ケット協会
常務理事

同じ商品を、ずっと何も価値を高めずに値上げ
をしていけば、消費者が受け入れなくなる境界
線が、必ずある。

第3回協議会
（2023年12月27日）

時岡肯平 日本加工食品卸協
会専務理事

いわゆる小売価格について、価格を決めるとい
うことは、どれだけの価値があるかというもの
で決めるので、必ずしも原価が反映されている
ものでは全くない。コモディティな商品、…（中
略）…そのような商品に関しては当然ながら、
価格を上げるということは、まず、発想として
出てこない。

第3回協議会
（2023年12月27日）

馬場利彦 全国農業協同組合
中央会専務理事

価格が上がれば需要が減るというようなデフレ
マインドから一歩進むには今しかないと考えて
いる。

第4回協議会
（2024年4月5日）

隈部洋 中央酪農会議
副会長

是非賃上げがあって、購買意欲の高揚、さらな
る価格転嫁の実現につながっていくよう当面の
継続的な対応をお願いしたい。

第4回協議会
（2024年4月5日）

荒川隆 食品産業センター
理事長

（改正食料・農業・農村基本法に―筆者注―）
食料の持続的な供給に資する物の選択に努める
ことが消費者の役割だと記されたことは、国民
が物を選択するときに食料の持続的な安定供給
に配慮しなければならないということだ。…（中
略）…消費者の懐を温めるための大きな経済政
策が必要である。

第5回協議会
（2024年8月2日）

井村辰二郎 日本農業法人協会
副会長

最後にお願いとして、…（中略）…「賃上げに
よる購買力の確保」と書かれており、…（中略）
…今回の食料・農業・農村基本法改正法第14条
の消費者に役割という部分をぜひハイライトし
て、…

第5回協議会
（2024年8月2日）

�� 米の価格形成をめぐる動向と展望―「合理的な価格形成」と「価格形成の場」をめぐって―
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な
お
、
同
協
議
会
で
は
価
格
転
嫁
が
進
む
か
ど
う
か
は
、
最
終

的
に
消
費
者
に
そ
の
価
格
が
受
け
入
れ
ら
れ
る
か
ど
う
か
に
よ
る

こ
と
、
そ
の
た
め
賃
上
げ
を
通
じ
た
購
買
力
の
強
化
が
必
要
で
あ

る
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
価
格
転
嫁
の
実
現
の
成

否
が
、
消
費
者
の
購
買
力
と
い
う
生
産
者
や
流
通
業
者
に
と
っ
て

は
如
何
と
も
し
が
た
い
部
分
に
、
委
ね
ら
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
の

で
あ
る
。
第
1
表
は
構
成
員
の
発
言
を
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。

総
じ
て
、
加
工
・
流
通
業
者
や
消
費
者
の
代
表
は
、
議
論
開
始
当

初
の
第
二
回
、
第
三
回
で
慎
重
な
意
見
を
出
し
た
者
が
多
い
。
一

方
で
、
生
産
者
代
表
か
ら
は
、
第
四
回
、
第
五
回
を
中
心
に
、
今

後
の
経
済
の
動
向
や
賃
上
げ
の
見
込
み
に
期
待
す
る
等
、
や
や
楽

観
的
な
見
解
を
示
し
て
い
る
⑶
。
消
費
者
の
態
度
が
米
に
つ
い
て

は
極
め
て
心
も
と
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
先
物
市
場
の
動
向

を
検
討
す
る
と
こ
ろ
で
再
び
触
れ
た
い
。

⑵

「
令
和
の
コ
メ
騒
動
」
と
価
格
転
嫁

第
二
に
、
い
わ
ゆ
る
「
令
和
の
コ
メ
騒
動
」⑷
に
よ
っ
て
、
主

食
用
米
の
価
格
が
生
産
者
段
階
か
ら
小
売
段
階
ま
で
を
通
じ
て
大

幅
に
上
昇
し
、
は
か
ら
ず
も
生
産
費
の
価
格
転
嫁
が
実
現
し
た
こ

と
で
あ
る
。
第
2
表
に
は
、
筆
者
が
『
日
本
農
業
新
聞
』
か
ら
収

集
し
た
二
〇
二
四
年
産
の
農
協
概
算
金
の
水
準
を
、
農
協
集
荷
率

の
推
計
と
合
わ
せ
て
示
し
た
。
昨
年
産
か
ら
概
ね
一
〜
五
割
の
引

き
上
げ
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
南
九
州
の
早
場
米
か
ら

始
ま
っ
た
概
算
金
の
引
き
上
げ
は
、
特
に
茨
城
県
・
千
葉
県
と
い

っ
た
農
協
集
荷
率
が
低
い
地
域
で
加
熱
し
、
新
潟
県
以
北
の
農
協

集
荷
率
が
相
対
的
に
高
い
地
域
で
は
や
や
緩
や
か
と
な
っ
た
。
農

協
以
外
の
集
荷
業
者
と
の
集
荷
競
争
が
激
し
い
地
域
ほ
ど
、
概
算

金
を
引
き
上
げ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。
上
昇
し
た
概

算
金
の
水
準
は
流
通
過
程
を
通
じ
て
最
終
的
に
小
売
価
格
に
転
嫁

さ
れ
る
の
で
、
二
〇
二
四
年
産
米
の
小
売
店
頭
価
格
も
五
割
以
上

高
く
な
っ
て
い
る
⑸

。

以
上
の
よ
う
な
状
況
に
対
し
て
、
農
業
関
係
者
は
「
合
理
的
な

価
格
」
が
実
現
し
た
も
の
と
捉
え
る
向
き
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。

例
え
ば
、
全
農
宮
城
県
本
部
運
営
委
員
会
の
佐
野
和
夫
会
長
は
、

「
販
売
価
格
に
つ
い
て
は
生
産
コ
ス
ト
を
上
回
る
生
産
者
手
取
り

の
確
保
を
実
現
で
き
る
販
売
価
格
」「
今
年
は
生
産
コ
ス
ト
を
ま

か
な
う
価
格
に
な
っ
て
い
る
。
五
キ
ロ
三
〇
〇
〇
円
と
し
ま
し
て

も
、
ご
は
ん
茶
碗
一
杯
で
三
九
円
。
営
農
を
続
け
て
い
く
た
め
に

は
必
要
な
値
上
が
り
だ
と
ご
理
解
を
い
た
だ
き
た
い
」
と
発
言
し

て
い
る
⑹

。
ま
た
、
概
算
金
の
上
昇
幅
が
大
き
か
っ
た
茨
城
県
で

は
、
八
月
の
段
階
で
早
々
に
、
二
〇
二
五
年
産
も
生
産
調
整
を
進

め
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
⑺
。
生
産
調
整
下
で
生
産
費
が

償
わ
れ
る
価
格
が
実
現
し
た
現
在
の
状
況
は
、「
合
理
的
な
価
格

形
成
」
の
議
論
を
先
取
り
し
た
状
況
と
も
い
え
る
⑻
。
な
お
、
今

回
の
コ
メ
騒
動
に
対
し
て
農
林
水
産
省
が
と
っ
た
対
策
は
、
八
月

二
七
日
と
九
月
六
日
の
二
度
に
わ
た
る
、
関
係
団
体
へ
の
円
滑
な

米の価格形成をめぐる動向と展望―「合理的な価格形成」と「価格形成の場」をめぐって― ��
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第2表 各産地の概算金と前年産との比較

資料：農林水産省『総合農協統計表』『生産農業所得統計』（2022年）、『日本農業新聞』より筆者作成。
注：農協集荷率＝『総合農協統計表』米の販売・取扱高／『生産農業所得統計』米の産出額。流通段階が異なる
値を用いているので、集荷段階で計測する厳密な意味での農協集荷率とはならない。

単位：円／60ｋｇ

道県 決定日 産地品種 概算金
対前年産

農協集荷率
上昇幅 上昇率

鹿児島 7月5日
第1期コシヒカリ 19，200 6，00045．5％

26．6％
第2期コシヒカリ 18，600 6，00047．6％

宮崎 7月5日 コシヒカリ 19，000 5，00035．7％ 35．4％
高知 7月17日 コシヒカリ 14，800 4，50043．7％ 24．8％
千葉 8月3日 コシヒカリ 15，800 4，00033．9％ 30．5％
福井 8月19日 ハナエチゼン 16，000 4，80042．9％ 60．0％
富山 8月19日 コシヒカリ 16，000 3，00023．1％ 63．0％

新潟 8月19日
一般コシヒカリ 17，000 3，10022．3％

59．2％岩船・佐渡コシヒカリ 17，300 3，10021．8％
魚沼コシヒカリ 19，500 2，30013．4％

茨城 8月23日 コシヒカリ 18，000 5，30041．7％ 24．4％
秋田 8月29日 あきたこまち 16，800 4，70038．8％ 64．3％
栃木 8月30日 コシヒカリ 16，300 4，00032．5％ 49．7％

北海道 8月30日
ななつぼし 16，500 4，00032．0％

88．2％
ゆめぴりか 17，500 3，90028．7％

宮城 9月4日 ひとめぼれ 16，500 4，50037．5％ 63．6％

福島 9月6日
会津コシヒカリ 16，800 4，00031．3％

47．2％
中・浜通りコシヒカリ 16，400 4，00032．3％

�� 米の価格形成をめぐる動向と展望―「合理的な価格形成」と「価格形成の場」をめぐって―
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流
通
へ
の
要
請
で
あ
っ
た
⑼
。「
合
理
的
な
価
格
形
成
」
の
議
論

に
お
い
て
、
同
省
が
生
産
調
整
を
含
め
た
農
業
生
産
構
造
で
は
な

く
、
流
通
過
程
に
対
し
て
問
題
意
識
を
持
っ
て
い
る
こ
と
と
符
合

す
る
動
き
で
あ
る
。

⑶

先
物
市
場
の
開
設
と
先
行
指
標
と
し
て
の
機
能

第
三
に
、「
価
格
形
成
の
場
」
の
議
論
に
お
い
て
は
、
二
〇
二

四
年
八
月
か
ら
株
式
会
社
堂
島
取
引
所
に
お
い
て
米
の
先
物
市
場

が
開
設
さ
れ
た
。
二
〇
二
一
年
八
月
に
本
上
場
が
不
認
可
さ
れ
た

理
由
は
、
取
引
対
象
を
新
潟
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
等
に
限
定
し
た
た
め

に
取
引
参
加
者
が
少
な
く
な
っ
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
れ
を
受
け

て
、
今
回
は
農
林
水
産
省
が
公
表
し
て
い
る
主
食
用
米
の
相
対
取

引
価
格
を
も
と
に
し
た
、「
堂
島
コ
メ
平
均
」
と
呼
ば
れ
る
価
格

指
数
の
先
物
商
品
を
取
引
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て

幅
広
い
産
地
に
門
戸
を
開
く
こ
と
に
な
り
、
よ
り
多
く
の
市
場
参

加
者
を
確
保
で
き
る
見
込
み
が
立
っ
た
た
め
、
二
〇
二
四
年
六
月

に
農
林
水
産
省
か
ら
市
場
開
設
の
認
可
を
得
た
⑽
。

そ
の
米
先
物
市
場
で
形
成
さ
れ
る
価
格
は
、
興
味
深
い
動
き
を

た
ど
っ
て
い
る
。
第
1
図
は
、
二
〇
二
五
年
二
月
末
に
精
算
が
行

わ
れ
る
、
二
月
限
の
取
引
の
終
値
の
推
移
を
示
し
た
も
の
で
あ

る
。
八
月
一
三
日
の
取
引
開
始
以
降
、
終
値
は
ス
ト
ッ
プ
高
を
繰

り
返
し
、
九
月
三
日
に
は
二
四
、
〇
四
〇
円
／
六
〇
㎏
の
最
高
値

を
付
け
た
。
そ
の
後
は
一
転
し
て
下
落
に
転
じ
、
九
月
後
半
以
降

第1図 堂島コメ平均（2025年2月限）の取引の推移

資料：堂島取引所資料（2024年10月4日現在）より作成。
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は
二
〇
、
〇
〇
〇
円
前
後
を
推
移
し
て
い
る
。
下
落
に
転
じ
た
要

因
に
つ
い
て
は
詳
細
な
分
析
が
必
要
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
紙
幅

に
限
り
が
あ
る
の
で
立
ち
入
ら
な
い
。
こ
こ
で
は
、
二
〇
二
四
年

産
米
の
出
回
り
が
本
格
化
し
、
需
給
の
緩
和
が
予
想
さ
れ
た
こ
と

の
み
挙
げ
た
い
。
農
林
水
産
省
に
よ
る
と
、
ス
ー
パ
ー
に
お
け
る

米
の
販
売
は
、
九
月
に
入
っ
て
か
ら
対
前
年
比
で
減
少
に
転
じ

た
。
減
少
率
も
、
―
一
・
二
％
（
九
月
二
日
〜
八
日
）、
―
一
一

・
九
％
（
九
月
九
日
〜
一
五
日
）、
―
二
二
・
三
％
（
九
月
一
六

日
〜
二
二
日
）
と
加
速
し
て
い
る
⑾
。
今
後
も
販
売
の
減
少
が
継

続
す
る
の
で
あ
る
な
ら
、
先
物
市
場
で
の
取
引
価
格
が
下
落
し
た

こ
と
と
整
合
的
で
あ
る
。
先
物
市
場
の
機
能
の
一
つ
と
し
て
「
指

導
性
と
先
見
性
」（
佐
伯
（
二
〇
〇
五
）、
ｐ
ｐ
�
一
〇
九
―
一
一

〇
）、
つ
ま
り
先
行
指
標
と
し
て
の
機
能
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
米

の
需
給
の
動
向
を
反
映
し
つ
つ
、
堂
島
取
引
所
は
一
定
程
度
そ
の

機
能
を
果
た
し
て
い
る
と
言
え
る
。

な
お
、
同
じ
く
第
1
図
に
示
し
た
よ
う
に
、
堂
島
取
引
所
に
お

け
る
取
引
の
成
立
件
数
は
少
な
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。
取
引
参

加
数
を
示
す
取
組
高
は
最
高
で
六
四
枚
（
一
枚
＝
三
ト
ン
）、
取

引
成
立
数
を
示
す
出
来
高
は
二
七
枚
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
出
来

高
は
取
引
日
に
よ
っ
て
振
幅
の
幅
も
大
き
い
。
図
示
は
し
て
い
な

い
が
、
四
月
限
、
六
月
限
、
八
月
限
も
合
わ
せ
て
み
る
と
、
取
引

が
成
立
し
な
い
ケ
ー
ス
も
発
生
し
て
い
る
。
先
物
市
場
の
課
題
は

相
変
わ
ら
ず
取
引
参
加
者
の
少
な
さ
で
あ
り
、
価
格
の
指
標
性
と

し
て
は
そ
の
点
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
⑿
。

3
�
「
令
和
の
コ
メ
騒
動
」
の
要
因

⑴

需
要
サ
イ
ド
の
要
因

こ
こ
で
、「
令
和
の
コ
メ
騒
動
」
が
引
き
起
こ
さ
れ
た
要
因
に

つ
い
て
、
筆
者
の
見
解
を
簡
単
に
述
べ
て
お
き
た
い
。
筆
者
は
、

単
純
に
需
要
に
対
し
て
供
給
が
不
足
し
た
こ
と
が
、
端
境
期
を
中

心
に
主
食
用
米
の
不
足
と
価
格
高
騰
を
も
た
ら
し
た
と
考
え
て
い

る
⒀
。第

3
表
は
、
農
林
水
産
省
が
公
表
し
て
い
る
資
料
を
も
と
に
、

過
去
五
年
間
の
主
食
用
米
の
需
給
の
推
移
を
示
し
た
も
の
で
あ

る
。
ま
ず
需
要
サ
イ
ド
を
見
る
と
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ
り
、

二
〇
一
九
年
産
と
二
〇
二
〇
年
産
は
、
農
林
水
産
省
に
よ
る
需
要

量
の
当
初
推
計
を
一
〇
万
ト
ン
以
上
下
回
る
実
績
と
な
っ
た
（
③

欄
を
参
照
）。
そ
の
た
め
供
給
過
剰
が
引
き
起
こ
さ
れ
、
六
月
末

民
間
在
庫
の
増
加
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
は
生
産
調
整

の
強
化
に
つ
な
が
り
、
二
〇
二
一
年
産
は
主
食
用
米
の
作
付
面
積

が
対
前
年
比
―
六
・
三
万
ha
、
二
〇
二
二
年
産
は
―
五
・
二
万
ha

と
な
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
二
〇
二
一
年
産
以
降
は
需
要
量
の

減
少
は
緩
や
か
に
な
り
、
二
〇
二
三
年
産
で
は
当
初
推
計
に
対
し

て
二
二
万
ト
ン
多
い
七
〇
二
万
ト
ン
と
な
っ
た
。
農
林
水
産
省
に

よ
る
需
要
量
の
当
初
推
計
は
、
国
民
一
人
当
た
り
消
費
量
と
人
口

の
過
去
の
ト
レ
ン
ド
に
も
と
づ
く
推
計
に
も
と
づ
い
て
い
る
。
二
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〇
二
三
年
産
の
よ
う
な
過
去
の
ト
レ
ン
ド
と
は
異
な
る
需
要
の
変

化
を
反
映
で
き
な
い
た
め
、
生
産
調
整
の
指
針
と
し
て
は
不
安
定

性
を
抱
え
て
い
る
⒁
。

な
お
、
二
〇
二
三
年
産
に
お
け
る
需
要
量
増
加
の
要
因
と
し
て

農
林
水
産
省
が
挙
げ
て
い
る
も
の
は
、
①
高
温
障
害
に
よ
る
精
米

歩
留
ま
り
率
低
下
に
よ
り
必
要
な
玄
米
量
が
増
加
し
た
こ
と
（
五

〜
九
万
ト
ン
）、
②
他
の
食
品
と
比
べ
た
値
頃
感
に
よ
る
需
要
の

増
加
、
③
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
の
増
加
（
三
・
一
万
ト
ン
）、
で

あ
る
⒂
。
概
ね
妥
当
な
評
価
と
は
思
わ
れ
る
が
、
高
温
障
害
の
影

響
に
つ
い
て
は
注
意
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
粒
の
肥
大
化
に
よ
っ

て
、
サ
イ
ズ
が
一
・
八
五
㎜
未
満
の
い
わ
ゆ
る
「
ふ
る
い
下
米
」

の
発
生
が
減
少
し
た
こ
と
も
あ
り
、
逆
に
主
食
用
米
の
供
給
が
増

加
す
る
要
因
と
し
て
作
用
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ

る
⒃
。

⑵

供
給
サ
イ
ド
の
要
因

続
い
て
、
供
給
サ
イ
ド
を
見
て
い
く
。
農
林
水
産
省
で
は
需
要

量
推
計
と
在
庫
水
準
を
勘
案
し
て
、
必
要
な
生
産
量
を
計
算
し
て

い
る
。
第
3
表
か
ら
必
要
生
産
量
と
実
績
を
比
較
す
る
と
（
⑤
―

④
）、
二
〇
一
九
年
産
か
ら
二
〇
二
一
年
産
に
か
け
て
は
実
績
の

ほ
う
が
上
回
り
、
供
給
過
剰
の
原
因
と
な
っ
て
い
た
。
二
〇
二
二

年
産
以
降
は
実
績
が
下
回
る
よ
う
に
な
り
、
六
月
末
民
間
在
庫
も

適
正
水
準
と
さ
れ
る
一
八
〇
〜
二
〇
〇
万
ト
ン
の
範
囲
に
落
ち
着

第3表 過去5年間の主食用米需給の推移

資料：農林水産省『作物統計』「米穀の需給及び価格の安定に関する基本指針」（各版）より作成。
注：1）需要の当初推計は前年10～11月頃、実績は翌年10～11月頃発表のものである。ただし、2023年産の実績

は7月発表の速報値である。
2）主食用米の単収は、『作物統計』の生産量と作付面積から計算した。

単位：万トン、㎏／10ａ、万ha
需要 供給

需給
ギャップ
（⑥－③）

6月末
民間
在庫

当初
推計
①

実績
②

③
（②－①）

必要
生産量
④

実績
生産量
⑤

⑤－④ ⑥
（⑤－①）単収

作況
指数

作付
面積

2019年産 726 714 －12718～726 726 0～8 0 527 99137．9 12 200
20 717 704 －13708～717 723 6～15 6 529 99136．6 19 217
21 705 702 －3 692～693 701 8～9 －4 538 101130．3 －1 218
22 692 691 －1 675 670 －5 －22 536 100125．1 －21 197
23 680 702 22 669 661 －8 －19 532 101124．2 －41 156
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く
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
こ
で
い
っ
た
ん
は
需
給
が
均
衡
し
た
こ
と

に
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
二
〇
二
三
年
産
に
お
い
て
も
生
産
量

の
減
少
は
続
い
た
。
在
庫
を
加
味
し
て
農
林
水
産
省
が
示
す
必
要

生
産
量
は
需
要
見
通
し
を
下
回
り
、
さ
ら
に
実
際
の
生
産
量
も
下

回
っ
た
。
一
般
的
に
、
主
食
用
米
は
在
庫
と
な
っ
て
い
る
古
米
よ

り
も
、
当
年
産
米
の
ほ
う
が
選
好
さ
れ
る
と
言
え
る
。
そ
こ
で
、

在
庫
を
加
味
し
た
必
要
生
産
量
で
は
な
く
、
そ
の
年
の
生
産
量
と

直
接
対
応
す
る
需
要
量
の
当
初
推
計
と
比
較
す
る
と
（
⑥
欄
）、

二
〇
二
三
年
産
は
一
九
万
ト
ン
の
不
足
と
な
っ
た
こ
と
が
確
認
で

き
る
。

供
給
量
の
減
少
を
も
た
ら
し
た
要
因
は
何
か
。
気
象
条
件
に
左

右
さ
れ
る
単
収
と
作
況
指
数
を
見
て
も
、
二
〇
二
三
年
産
は
取
り

立
て
て
不
作
に
は
な
っ
て
い
な
い
。
よ
っ
て
、
供
給
量
を
減
少
さ

せ
た
の
は
作
付
面
積
の
減
少
、
つ
ま
り
生
産
調
整
に
よ
る
作
付
転

換
以
外
に
は
あ
り
得
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
二
〇
二
二
年
産

で
需
給
は
概
ね
均
衡
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
二
〇
二
三
年

産
も
作
付
転
換
を
促
進
し
た
政
策
判
断
の
是
非
が
問
わ
れ
る
こ
と

に
な
る
だ
ろ
う
。

⑶

需
給
ギ
ャ
ッ
プ
と
そ
の
イ
ン
パ
ク
ト

以
上
を
総
合
す
る
と
、
二
〇
二
二
年
産
は
需
要
量
七
〇
二
万
ト

ン
に
対
し
て
供
給
量
は
六
六
一
万
ト
ン
に
と
ど
ま
り
、
四
一
万
ト

ン
も
の
需
給
ギ
ャ
ッ
プ
が
発
生
し
た
こ
と
に
な
る
（
⑥－

③
）。

内
訳
は
こ
れ
ま
で
検
討
し
て
き
た
よ
う
に
、
需
要
量
の
増
加
二
二

万
ト
ン
、
供
給
量
の
減
少
一
九
万
ト
ン
で
あ
る
。
需
要
量
に
対
す

る
供
給
ギ
ャ
ッ
プ
の
割
合
は
五
・
八
％
、
〇
・
七
ヶ
月
分
に
相
当

す
る
。
そ
の
結
果
、
六
月
末
民
間
在
庫
も
一
五
六
万
ト
ン
ま
で
減

少
し
た
。

二
〇
二
三
年
産
と
し
て
生
産
さ
れ
た
主
食
用
米
は
、
ど
の
よ
う

に
し
て
消
費
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
、
生
産
者
お
よ
び
そ
の

家
族
に
よ
る
消
費
に
対
し
て
、
優
先
的
に
割
り
当
て
ら
れ
る
こ
と

に
な
る
。
自
ら
の
消
費
を
犠
牲
に
し
て
、
消
費
者
に
優
先
的
に
供

給
す
る
生
産
者
の
存
在
は
考
え
に
く
い
。
二
〇
二
二
年
の
場
合
、

収
穫
量
の
三
・
八
％
が
自
家
消
費
に
向
け
ら
れ
て
い
る
⒄
。
生
産

量
に
当
て
は
め
て
二
〇
二
三
年
産
の
自
家
消
費
米
を
計
算
す
る
と

二
五
万
ト
ン
、
そ
れ
を
差
し
引
く
と
市
場
に
出
回
っ
た
主
食
用
米

は
六
三
六
万
ト
ン
に
な
る
。

市
場
に
出
回
る
主
食
用
米
も
、
そ
の
約
半
分
が
収
穫
前
に
生
産

者
と
農
協
等
の
集
荷
業
者
の
間
で
契
約
が
済
ん
で
い
る
、
事
前
契

約
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
農
林
水
産
省
で
は
産
地
と
実
需
者
に
よ

る
米
の
安
定
し
た
取
引
を
実
現
す
る
た
め
に
、
事
前
契
約
の
拡
大

を
推
進
し
て
い
る
⒅
。
第
2
図
は
集
出
荷
業
者
段
階
に
お
け
る
事

前
契
約
割
合
の
推
移
を
示
し
た
も
の
だ
が
、
収
穫
前
の
段
階
で
販

売
数
量
が
確
定
し
て
い
る
事
前
契
約
数
量
割
合
が
五
〇
％
程
度
、

三
月
末
ま
で
に
確
定
し
て
い
る
播
種
前
契
約
数
量
割
合
が
三
〇
％

程
度
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
な
か
に
は
、
コ
ン
ビ
ニ
や
中
食

�� 米の価格形成をめぐる動向と展望―「合理的な価格形成」と「価格形成の場」をめぐって―

２４



・
外
食
産
業
向
け
に
、
年
間
を
通
し
て
安
定
的
に
供
給
す
る
契
約

に
よ
る
も
の
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。
仮
に
二
〇
二
二
年
に
お
け

る
事
前
契
約
数
量
割
合
五
三
・
八
％
を
先
の
市
場
出
回
り
量
六
三

六
万
ト
ン
に
当
て
は
め
る
と
、
三
四
二
万
ト
ン
は
行
き
先
が
既
に

決
ま
っ
て
い
る
供
給
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
す
る
と
、
ス
ポ
ッ
ト

市
場
を
通
じ
て
そ
の
都
度
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
等
の
小
売
店
に

供
給
さ
れ
る
数
量
は
、
残
り
の
二
九
四
万
ト
ン
と
な
る
。
先
の
需

給
ギ
ャ
ッ
プ
四
一
万
ト
ン
が
ス
ポ
ッ
ト
需
要
に
集
中
し
た
と
す
る

と
、
そ
の
割
合
は
一
三
・
九
％
、
一
・
七
ヶ
月
分
と
な
る
。
端
境

期
に
か
け
て
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
中
心
に
、
米
不
足
が
顕
在

化
す
る
に
は
十
分
な
量
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

4
�
お
わ
り
に
―
「
合
理
的
な
価
格
形
成
」
と
「
価
格
形

成
の
場
」
の
現
在
地
―

本
稿
で
は
、「
合
理
的
な
価
格
形
成
」
と
「
価
格
形
成
の
場
」

の
議
論
に
即
し
て
、
直
近
の
動
向
を
検
討
し
て
き
た
。
ま
ず
、「
合

理
的
な
価
格
形
成
」
に
つ
い
て
は
、
過
去
の
ト
レ
ン
ド
か
ら
逸
脱

し
た
需
要
量
の
増
加
と
、
生
産
調
整
に
よ
る
供
給
量
の
削
減
に
よ

っ
て
作
り
出
さ
れ
た
需
給
ギ
ャ
ッ
プ
に
よ
り
、
結
果
的
に
価
格
転

嫁
が
実
現
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
生
産
調
整
下
で
の
価
格
転
嫁
は

「
合
理
的
な
価
格
形
成
」
の
議
論
の
枢
要
と
な
る
部
分
で
あ
り
、

「
令
和
の
コ
メ
騒
動
」
は
結
果
的
に
そ
れ
を
先
取
り
す
る
も
の
と

な
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
価
格
転
嫁
の
実
現
が
持
続
的
な
も
の

第2図 事前契約・播種前契約数量割合の推移

資料：農林水産省「米に関するマンスリーレポート」「米の産地別契約・販売状況」（各版）より作成。
注：1）事前契約数量割合は集荷数量に対する収穫前までの事前契約数量の割合、播種前契約数量割合は仕入計

画数量に対する3月末までに締結した事前契約数量の割合。
2）集出荷業者段階での割合である。
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と
な
る
か
ど
う
か
は
、
慎
重
に
吟
味
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

二
〇
二
四
年
産
米
の
販
売
が
鈍
化
し
て
い
る
と
い
う
気
に
な
る
動

き
も
あ
り
、
こ
れ
ま
で
流
通
・
消
費
者
サ
イ
ド
の
関
係
者
が
懸
念

し
た
通
り
の
展
開
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
結
局
の
と
こ
ろ
、
価
格
転

嫁
さ
れ
た
商
品
を
消
費
者
が
受
け
入
れ
る
か
ど
う
か
と
い
う
、
生

産
者
サ
イ
ド
の
運
動
に
よ
っ
て
は
如
何
と
も
し
よ
う
が
な
い
点

に
、「
合
理
的
な
価
格
形
成
」
の
成
否
は
委
ね
ら
れ
て
い
る
の
で

あ
る
。

一
方
で
、「
価
格
形
成
の
場
」
の
議
論
を
通
じ
て
開
設
さ
れ
た

先
物
市
場
で
は
、
二
〇
二
四
年
産
米
の
出
回
り
以
降
の
需
給
緩
和

を
見
越
し
て
、
取
引
価
格
の
下
落
が
確
認
で
き
た
。
米
の
流
通
に

お
い
て
六
割
の
シ
ェ
ア
を
占
め
る
農
協
系
統
組
織
（
西
川
（
二
〇

二
二
）、
ｐ
�
二
）
に
よ
る
、
運
動
論
に
も
と
づ
い
た
価
格
転
嫁

の
動
き
を
、
需
給
を
反
映
し
た
価
格
で
牽
制
し
て
い
る
の
が
先
物

市
場
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
農
協
系
統
組
織
を
中
心
と
し
た
現
物

に
よ
る
取
引
と
、
抽
象
的
な
指
数
に
も
と
づ
く
先
物
市
場
、
両
者

に
よ
る
価
格
形
成
の
あ
り
方
が
お
ぼ
ろ
げ
な
が
ら
姿
を
現
し
て
き

た
の
が
、
現
在
の
状
況
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、
先
物
市
場

は
現
在
も
取
引
参
加
者
の
少
な
さ
に
よ
る
、
価
格
の
指
標
性
の
不

安
定
さ
と
い
う
問
題
を
抱
え
て
い
る
。
先
物
市
場
で
の
取
引
を
活

発
に
す
る
た
め
に
は
、
農
協
が
独
占
的
な
影
響
力
を
持
つ
、
現
在

の
米
流
通
の
あ
り
方
に
も
注
目
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

〔
参
考
文
献
〕

・
西
川
邦
夫
（
二
〇
二
〇
）「
米
市
場
の
縮
小
は
止
め
ら
れ
る
か
」『
農
政
運

動
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
一
五
四
：
一
二
―
一
三
。

・
西
川
邦
夫
（
二
〇
二
二
）「
米
の
価
格
形
成
の
仕
組
み
と
今
後
の
展
望
―
相

対
取
引
価
格
と
現
物
市
場
創
設
を
め
ぐ
っ
て
―
」『
輸
入
食
糧
協
議
会
報
』

七
七
九
：
一
―
八
。

・
西
川
邦
夫
（
二
〇
二
四
ａ
）「
農
産
物
価
格
形
成
を
め
ぐ
る
論
点
―
米
価
形

成
を
中
心
に
―
」『
農
村
と
都
市
を
む
す
ぶ
』
八
六
五
：
四
四
―
五
〇
。

・
西
川
邦
夫
（
二
〇
二
四
ｂ
）「
令
和
の
コ
メ
騒
動
が
突
き
つ
け
る
「
未
解
決

の
問
題
」」『
世
界
』
九
八
七
：
一
四
三
―
一
四
六
。

・
農
林
行
政
を
考
え
る
会
（
二
〇
二
四
）「
研
究
会

令
和
五
年
度
食
料
・
農

業
・
農
村
白
書
を
め
ぐ
っ
て
」『
農
村
と
都
市
を
む
す
ぶ
』
八
七
〇
：
四
―

四
〇
。

・
佐
伯
尚
美
（
二
〇
〇
五
）「
米
市
場
改
革
問
題
の
歴
史
的
位
相
―
米
政
策
改

革
の
な
か
で
現
・
先
両
市
場
を
ど
う
位
置
づ
け
る
か
―
」『
農
業
研
究
』
一

八
：
三
七
―
一
二
三
。

注⑴

農
林
水
産
省
の
用
語
の
使
い
方
が
、「
適
正
な
価
格
形
成
」
か
ら
「
合
理

的
な
価
格
形
成
」
に
変
化
し
た
経
緯
に
つ
い
て
は
、
後
述
す
る
農
林
水
産

省
の
木
村
グ
ル
ー
プ
長
の
説
明
を
参
照
さ
れ
た
い
。
農
林
行
政
を
考
え
る

会
（
二
〇
二
四
）、
ｐ
ｐ
�
二
六
―
二
七
、
を
参
照
。

⑵

農
林
水
産
省
「
第
五
回
適
正
な
価
格
形
成
に
関
す
る
協
議
会

議
事
要
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旨
」（
二
〇
二
四
年
八
月
二
日
）、
ｐ
�
一
、
馬
場
利
彦
氏
（
全
国
農
業
協

同
組
合
中
央
会
専
務
理
事
）
の
発
言
を
参
照
。

⑶

同
協
議
会
に
お
け
る
議
論
に
つ
い
て
は
、
開
催
は
非
公
開
、
議
事
録
は

公
開
さ
れ
ず
、
議
事
要
旨
の
み
の
公
開
と
な
っ
て
い
る
。
議
事
要
旨
に
は

構
成
員
の
発
言
要
旨
の
み
が
ま
と
め
ら
れ
て
お
り
、
事
務
局
で
あ
る
農
林

水
産
省
か
ら
の
発
言
は
ほ
と
ん
ど
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。
今
後
の
農
業
生

産
や
国
民
生
活
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
政
策
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
る

と
、
情
報
公
開
の
充
実
が
求
め
ら
れ
る
。

⑷

マ
ス
コ
ミ
を
中
心
に
使
用
さ
れ
て
い
る
「
令
和
の
コ
メ
騒
動
」
と
い
う

呼
称
に
、
筆
者
は
や
や
疑
問
を
持
っ
て
い
る
。
今
回
と
対
比
さ
れ
る
の
が

一
九
九
三
年
に
お
け
る
「
平
成
の
コ
メ
騒
動
」
で
あ
る
が
、
こ
の
時
は
玄

米
換
算
（
以
下
同
じ
）
で
需
要
量
約
一
、
〇
〇
〇
万
ト
ン
に
対
し
て
、
大

不
作
の
た
め
に
供
給
量
は
約
八
〇
〇
万
ト
ン
に
と
ど
ま
り
、
需
給
ギ
ャ
ッ

プ
が
約
二
〇
〇
万
ト
ン
も
発
生
し
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
後
述
す
る
よ
う

に
、
今
回
の
需
給
ギ
ャ
ッ
プ
は
四
一
万
ト
ン
で
あ
る
。
一
九
九
三
年
当
時

か
ら
の
需
要
量
の
減
少
を
考
慮
に
入
れ
て
も
、
米
不
足
の
程
度
が
全
く
違

う
こ
と
に
な
る
。
た
だ
し
、
米
不
足
が
国
民
的
な
関
心
事
と
な
っ
た
こ
と

は
事
実
な
の
で
、
そ
の
こ
と
を
受
け
止
め
つ
つ
、
本
稿
で
は
「
令
和
の
コ

メ
騒
動
」
と
い
う
呼
称
を
使
用
し
た
い
。

⑸
「
新
米
、
店
頭
で
五
割
超
高

生
産
コ
ス
ト
上
昇
、
品
薄
は
改
善
へ
」『
日

本
経
済
新
聞
』、
二
〇
二
四
年
九
月
六
日
付
。

⑹

「
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
宮
城
、
米
の
値
上
が
り
に
つ
い
て
事
情
説
明
「
ご
理

解
を
い
た
だ
き
た
い
」」『
産
経
新
聞
』（
ウ
ェ
ブ
版
）、
二
〇
二
四
年
九
月

二
四
日
付
（https://w

w
w
.sankei.com

/article/20240924-P4K
3T
L3

W
V
5JW
5M
F62A

H
JU
Q
5X
W
M
/

）（
二
〇
二
四
年
一
〇
月
七
日
確
認
）、

を
参
照
。

⑺

「
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
茨
城
水
田
農
業
対
策
会
議
、
米
作
付
け
転
換
を
」『
日

本
農
業
新
聞
』、
二
〇
二
四
年
八
月
二
二
日
付
。

⑻

政
府
内
で
も
同
様
の
認
識
が
見
ら
れ
る
。
九
月
一
六
日
に
開
催
さ
れ
た

自
民
党
総
裁
選
挙
の
候
補
者
討
論
会
で
、
農
林
水
産
大
臣
を
務
め
た
こ
と

も
あ
る
林
芳
正
官
房
長
官
は
、
米
の
需
給
が
均
衡
し
「
非
常
に
い
い
と
こ

ろ
ま
で
き
て
い
る
」
と
発
言
し
て
い
る
。「
米
政
策
、
争
点
に
浮
上

「
増

産
に
か
じ
」
主
張
相
次
ぐ
」『
日
本
農
業
新
聞
』、
二
〇
二
四
年
九
月
一
八

日
付
。

⑼

農
林
水
産
省
農
産
局
長
「
端
境
期
に
お
け
る
主
食
用
米
の
円
滑
な
流
通

に
つ
い
て
」（
二
〇
二
四
年
八
月
二
七
日
）、
同
「
主
食
用
米
の
円
滑
な
流

通
の
確
保
に
向
け
た
集
荷
、
販
売
等
へ
の
一
層
の
対
応
に
つ
い
て
」（
二
〇

二
四
年
九
月
六
日
）、
を
参
照
。
上
記
の
文
書
は
、
い
ず
れ
も
全
国
農
業
協

同
組
合
連
合
会
会
長
、
全
国
主
食
集
荷
協
同
組
合
連
合
会
会
長
、
全
国
米

穀
販
売
事
業
共
済
協
同
組
合
理
事
長
宛
に
発
出
さ
れ
て
い
る
。

⑽

「
八
月
か
ら
米
の
指
数
先
物
取
引

経
営
、
需
給
安
定
に
有
用
か
」『
日

本
農
業
新
聞
』、
二
〇
二
四
年
七
月
二
〇
日
付
。

⑾

農
林
水
産
省
「
ス
ー
パ
ー
で
の
販
売
数
量
の
推
移
（
Ｐ
Ｏ
Ｓ
デ
ー
タ
全

国
）」（https://w

w
w
.m
aff.go.jp/j/syouan/keikaku/soukatu/attach

/pdf/r6 _kom
e _ryutu -13.pdf

）（
二
〇
二
四
年
一
〇
月
七
日
確
認
）、
を

参
照
。
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⑿

一
〇
月
に
入
っ
て
か
ら
、
出
来
高
が
ゼ
ロ
で
終
値
が
つ
か
な
い
日
が
増

え
て
い
る
。
市
場
の
先
行
き
に
不
透
明
感
が
強
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
る
。

⒀

筆
者
の
見
解
は
、
西
川
（
二
〇
二
四
ｂ
）
で
も
や
や
長
期
的
な
観
点
か

ら
解
説
し
た
の
で
、
そ
ち
ら
も
参
照
さ
れ
た
い
。

⒁

詳
し
い
推
計
方
法
に
つ
い
て
は
、
農
林
水
産
省
「
米
穀
の
需
給
及
び
価

格
の
安
定
に
関
す
る
基
本
指
針
」（
各
版
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。
近
年
、
需

要
量
の
当
初
推
計
と
実
績
値
の
乖
離
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い

て
は
、
西
川
（
二
〇
二
〇
）
で
も
指
摘
し
た
。

⒂

農
林
水
産
省
農
産
局
「
米
の
基
本
指
針
（
案
）
に
関
す
る
主
な
デ
ー
タ

等
」（
二
〇
二
四
年
七
月
）、
を
参
照
。
①
の
要
因
に
よ
る
需
要
量
の
増
加

に
つ
い
て
は
、「
概
算
金
上
げ
へ
環
境
整
う

米
在
庫
量
が
過
去
最
低
」『
日

本
農
業
新
聞
』、
二
〇
二
四
年
七
月
三
一
日
付
、
を
参
照
。

⒃

「
本
誌
試
算

ふ
る
い
下
米
四
割
減
」『
日
本
農
業
新
聞
』、
二
〇
二
四

年
一
月
二
八
日
付
、
を
参
照
。

⒄

農
林
水
産
省
「
生
産
者
の
米
穀
在
庫
等
調
査
結
果
」（
二
〇
二
二
年
）
よ

り
計
算
し
た
。

⒅

農
林
水
産
省
「
事
前
契
約
の
ス
ス
メ
―
今
後
と
も
安
定
し
た
米
取
引
を

実
現
す
る
た
め
に
―
」（
二
〇
二
〇
年
三
月
）、
を
参
照
。
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1
�
は
じ
め
に

鶏
卵
は
我
が
国
の
畜
産
物
（
生
乳
、
牛
肉
、
豚
肉
、
鶏
卵
、
鶏

肉
）
の
中
で
は
、
唯
一
国
産
の
鶏
卵
で
自
給
自
足
を
達
成
し
て
い

る
希
有
な
畜
産
物
で
あ
る
。
海
外
か
ら
の
輸
入
は
粉
卵
を
軸
と
し

た
も
の
で
自
給
率
九
六
％
（
二
〇
二
三
年
度
）
を
堅
持
し
、
卵
価

は
国
内
の
需
給
動
向
で
変
動
し
て
い
る
と
さ
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
卵
価
の
動
き
を
伝
え
る
代
表
的
な
指
標
と
し
て
使
わ

れ
て
い
る
全
農
た
ま
ご
（
株
）
が
発
表
し
て
い
る
荷
受
相
場
の
価

格
決
定
の
方
法
と
そ
れ
が
ど
う
使
わ
れ
て
い
る
の
か
を
み
て
み

る
。次

い
で
、
鶏
卵
の
流
通
構
造
と
卵
価
形
成
の
関
係
性
、
す
な
わ

ち
量
販
店
や
ス
ー
パ
ー
な
ど
小
売
店
の
パ
ッ
ク
卵
の
価
格
形
成
の

実
態
、
加
工
用
鶏
卵
の
価
格
形
成
の
実
態
、
外
食
等
の
業
務
用
の

鶏
卵
の
価
格
形
成
の
実
態
に
つ
い
て
み
て
み
る
。

さ
ら
に
、
量
販
店
や
ス
ー
パ
ー
な
ど
の
店
頭
で
目
玉
商
品
と
し

て
取
り
扱
わ
れ
廉
売
の
パ
ッ
ク
卵
の
流
通
と
「
固
定
価
格
」
で
売

ら
れ
て
い
る
ブ
ラ
ン
ド
卵
の
価
格
形
成
の
実
態
に
つ
い
て
み
て
み

る
。と

り
わ
け
、
一
昨
年
の
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
大
発

生
に
よ
っ
て
、
約
一
億
四
、
〇
〇
〇
万
羽
飼
わ
れ
て
い
る
採
卵
鶏

の
う
ち
一
、
六
五
七
万
羽
が
殺
処
分
さ
れ
鶏
卵
生
産
量
（
約
二
六

〇
万
ｔ
）
の
う
ち
一
一
・
八
％
（
約
三
〇
万
ｔ
）
が
な
く
な
り
、

絶
対
的
な
タ
マ
ゴ
不
足
（
エ
ッ
グ
シ
ョ
ッ
ク
）
に
見
舞
わ
れ
、
卵

価
形
成
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
が
、
そ
こ
で
得
ら
れ
た
課
題

に
つ
い
て
も
触
れ
て
み
よ
う
。

4
�
卵
価
形
成
の
実
態
と
課
題

信
岡
誠
治

日
本
養
鶏
協
会

エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
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2
�
全
農
た
ま
ご
（
株
）
の
卵
価
形
成
の
方
法
と
荷
受
相

場
の
位
置
づ
け

鶏
卵
の
荷
受
相
場
は
、
全
国
農
業
協
同
組
合
連
合
会
（
全
農
）

が
一
〇
〇
％
出
資
の
全
農
た
ま
ご
（
株
）
が
営
業
日
の
朝
九
時
に

発
表
す
る
荷
受
相
場
（
卸
売
価
格
あ
る
い
は
相
場
価
格
と
も
い

う
）
が
ベ
ー
ス
に
な
っ
て
い
る
。
全
農
た
ま
ご
（
株
）
以
外
の
商

系
の
各
荷
受
会
社
や
各
地
の
荷
受
会
社
も
日
々
鶏
卵
相
場
を
発
表

し
て
い
る
が
、
全
農
た
ま
ご
（
株
）
の
荷
受
相
場
を
ベ
ー
ス
と
し

て
相
場
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
新
聞
の
商
品
欄
に
発
表
し
て
い
る
。

発
表
す
る
鶏
卵
の
荷
受
相
場
の
内
容
は
六
段
階
あ
る
鶏
卵
の
農

林
規
格
サ
イ
ズ
別
（
Ｓ
Ｓ
・
Ｓ
・
Ｍ
Ｓ
・
Ｍ
・
Ｌ
・
Ｌ
Ｌ
、
四
〇

〜
七
六
ｇ
の
間
で
六
ｇ
毎
に
サ
イ
ズ
を
設
定
）
に
一
㎏
当
た
り
の

価
格
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
サ
イ
ズ
別
の
需
給
バ
ラ
ン
ス
に
よ
っ

て
鶏
卵
価
格
は
決
定
さ
れ
て
お
り
、
サ
イ
ズ
に
よ
っ
て
価
格
差
が

あ
る
。

全
農
た
ま
ご
（
株
）
の
Ｈ
Ｐ
で
は
卵
価
形
成
に
つ
い
て
は
「
た

ま
ご
は
、
魚
や
野
菜
と
違
っ
て
季
節
や
天
候
に
よ
る
生
産
量
や
品

質
の
変
化
が
少
な
い
た
め
、
卸
売
市
場
に
お
け
る
現
物
を
見
な
が

ら
の
セ
リ
や
相
対
取
引
で
決
ま
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
相
場
を

発
表
す
る
各
荷
受
会
社
は
日
々
の
需
要
と
供
給
の
バ
ラ
ン
ス
を
み

な
が
ら
相
場
を
決
定
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
相
場
の
決
め
方

の
こ
と
を
、
セ
リ
や
相
対
取
引
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
卸
売
相
場

に
対
し
て
荷
受
相
場
と
い
い
ま
す
」
と
し
て
い
る
。

具
体
的
に
は
全
農
た
ま
ご
（
株
）
の
担
当
部
が
全
国
の
た
ま
ご

の
生
産
状
況
、
売
れ
行
き
な
ど
の
需
要
動
向
の
情
報
収
集
し
需
給

バ
ラ
ン
ス
を
勘
案
し
て
荷
受
相
場
を
決
め
て
い
る
。
た
だ
し
、
全

農
た
ま
ご
（
株
）
の
鶏
卵
の
取
扱
シ
ェ
ア
は
全
生
産
量
の
一
五
％

ほ
ど
で
あ
る
。
残
り
の
八
五
％
が
こ
の
荷
受
相
場
で
取
引
さ
れ
て

い
る
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
。
理
由
は
、
全
農
た
ま
ご
（
株
）

な
ど
の
「
荷
受
相
場
」
に
連
動
し
て
取
引
し
て
い
る
も
の
と
、
生

産
者
と
量
販
店
な
ど
の
バ
イ
ヤ
ー
や
実
需
者
、
加
工
業
者
と
の
間

で
の
相
対
取
引
で「
固
定
価
格
」を
決
め
て
取
引
し
て
い
る
も
の
、

生
産
者
の
「
直
売
」
に
よ
る
も
の
の
三
つ
が
あ
り
、
そ
の
割
合
が

把
握
さ
れ
て
い
な
い
た
め
で
あ
る
。
価
格
も
荷
受
相
場
は
公
表
さ

れ
て
い
る
が
相
対
取
引
の
価
格
は
ト
レ
ー
ド
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
と
し

て
公
表
さ
れ
て
い
な
い
。

ち
な
み
に
、
最
近
で
は
店
頭
で
は
ほ
と
ん
ど
見
か
け
な
く
な
っ

た
農
林
規
格
の
Ｍ
サ
イ
ズ
、Ｌ
サ
イ
ズ（
レ
ギ
ュ
ラ
ー
卵
と
い
う
）

の
パ
ッ
ク
卵
の
価
格
は
、
か
つ
て
は
「
荷
受
相
場
」
の
変
動
に
連

動
し
て
価
格
は
変
わ
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
昨
今
の
店
頭
で
み
か

け
る
パ
ッ
ク
卵
は
ほ
と
ん
ど
が
特
殊
卵（
ブ
ラ
ン
ド
卵
）で
か
つ
、

Ｍ
Ｓ
〜
Ｌ
Ｌ
サ
イ
ズ
が
混
合
の
ミ
ッ
ク
ス
卵
に
な
り
、
店
頭
価
格

は
ブ
ラ
ン
ド
別
の
「
固
定
価
格
」
が
主
流
と
な
っ
て
い
る
。
す
な

わ
ち
、
特
殊
卵
（
ブ
ラ
ン
ド
卵
）
の
価
格
は
荷
受
相
場
の
変
動
に

関
わ
ら
ず「
固
定
価
格
」で
あ
る
こ
と
が
多
い
の
が
実
態
で
あ
る
。

������������������������� 4．卵価形成の実態と課題

３０



こ
れ
ま
で
の
荷
受
相
場
の
通
常
の
変
動
パ
タ
ー
ン
は
年
明
け
直

後
の
初
値
は
大
き
く
下
げ
、
花
見
、
イ
ー
ス
タ
ー
や
五
月
の
連
休

な
ど
行
楽
シ
ー
ズ
ン
に
向
け
て
上
昇
、
そ
の
後
は
夏
場
の
お
盆
に

向
け
て
低
下
、
お
盆
明
け
は
秋
の
月
見
シ
ー
ズ
ン
に
向
け
て
上
昇

し
、
特
に
十
二
月
は
ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
や
お
せ
ち
料
理
、
年
末

市
場
休
業
等
に
よ
る
前
倒
し
需
要
な
ど
の
影
響
で
、
需
要
も
高
ま

る
た
め
、
相
場
も
最
高
値
と
な
る
と
い
う
パ
タ
ー
ン
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
二
〇
〇
四
年
（
平
成
一
六
年
）
に
七
九
年
ぶ
り
に
国

内
で
発
生
し
た
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
影
響
で
、
年
始

に
突
発
的
な
不
足
状
況
が
発
生
し
、
荷
受
相
場
が
高
騰
し
た
の
を

皮
切
り
に
、
そ
の
後
は
毎
年
の
よ
う
に
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
が
発
生
し
、
そ
の
発
生
の
多
寡
に
よ
っ
て
荷
受
相
場
は
乱
高

下
し
て
き
て
い
る
。

全
農
た
ま
ご
（
株
）
の
荷
受
相
場
を
使
う
場
面
は
、
鶏
卵
生
産

者
経
営
安
定
対
策
事
業
に
お
け
る
鶏
卵
価
格
差
補
填
事
業
で
の
標

準
取
引
価
格
の
算
定
基
礎
デ
ー
タ
と
し
て
、
も
う
一
つ
は
成
鶏
更

新
・
空
舎
延
長
事
業
の
標
準
取
引
価
格
（
日
ご
と
）
の
算
定
基
礎

デ
ー
タ
と
し
て
の
利
用
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
東
京
と
大
阪
の
Ｍ

と
Ｌ
サ
イ
ズ
の
荷
受
相
場
に
入
荷
量
を
乗
じ
て
荷
重
平
均
し
た
も

の
を
標
準
取
引
価
格
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
政
策
的
な
卵
価
安
定

の
た
め
の
基
礎
デ
ー
タ
と
し
て
の
利
用
で
あ
る
。

パ
ッ
ク
卵
の
価
格
は
相
対
で
の
取
引
に
よ
る
も
の
が
多
い
の
で

全
農
た
ま
ご
（
株
）
の
荷
受
相
場
は
指
標
価
格
と
し
て
利
用
さ
れ

て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
相
対
で
の
価
格
交
渉
は
「
固
定
価
格
」
で

あ
る
の
で
、
指
標
価
格
は
あ
く
ま
で
も
指
標
で
あ
り
、
参
考
価
格

と
し
て
の
位
置
づ
け
で
あ
る
。

3
�
鶏
卵
の
流
通
構
造
は
家
計
消
費
と
業
務
用
等
が
拮
抗

鶏
卵
の
流
通
構
造
は
販
路
か
ら
み
る
と
大
き
く
五
つ
の
流
通
に

分
か
れ
て
い
る
。
一
つ
目
は
家
計
消
費
で
あ
る
。
量
販
店
や
ス
ー

パ
ー
な
ど
小
売
店
の
パ
ッ
ク
卵
（
殻
付
卵
で
テ
ー
ブ
ル
エ
ッ
グ
と

い
う
）
で
の
流
通
を
し
て
お
り
生
産
量
の
約
五
割
が
こ
の
ル
ー
ト

で
消
費
さ
れ
て
い
る
。

二
つ
目
は
加
工
卵
で
の
消
費
で
あ
る
。
液
卵
メ
ー
カ
ー
に
よ
り

液
卵
・
凍
結
卵
及
び
ゆ
で
卵
・
温
泉
卵
な
ど
が
製
造
さ
れ
、
食
品

メ
ー
カ
ー
及
び
外
食
産
業
へ
流
通
し
て
お
り
、
生
産
量
の
約
二
割

が
こ
の
ル
ー
ト
で
消
費
さ
れ
て
い
る
。

三
つ
目
は
業
務
用
で
の
消
費
で
あ
る
。
飲
食
店
や
外
食
等
へ
殻

付
卵
が
一
〇
㎏
入
り
の
ダ
ン
ボ
ー
ル
で
流
通
し
て
お
り
、
鶏
卵
生

産
量
の
約
三
割
が
こ
の
ル
ー
ト
で
消
費
さ
れ
て
い
る
（
図
1
）。

四
つ
目
は
鶏
卵
の
輸
入
で
あ
る
。
輸
入
鶏
卵
は
主
に
卵
白
、
全

卵
、
卵
黄
を
乾
燥
し
た
も
の
を
粉
卵
の
形
態
で
輸
入
し
て
お
り
、

様
々
な
食
品
加
工
に
使
用
し
て
い
る
。
主
な
輸
入
先
は
オ
ラ
ン

ダ
、
イ
タ
リ
ア
、
米
国
、
イ
ン
ド
な
ど
で
輸
入
量
そ
の
も
の
は
殻

付
卵
換
算
で
一
一
万
ｔ
前
後
で
あ
る
。
国
内
生
産
が
不
足
し
た
か

ら
と
い
っ
て
も
輸
入
量
は
増
や
せ
な
い
の
が
現
状
で
、
近
年
は
む
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し
ろ
減
少
傾
向
に
あ
る
。

輸
入
鶏
卵
の
国
内
で
の
鶏
卵
消
費
量
に
占
め
る
割
合
は
四
・
六

％
で
あ
る
。
食
品
加
工
へ
の
使
用
形
態
は
粉
卵
で
あ
る
の
で
殻
付

卵
と
の
直
接
的
な
競
合
関
係
に
は
な
い
。

二
〇
二
四
年
一
〜
八
月
期
の
輸
入
鶏
卵
の
価
格
は
殻
付
換
算
で

二
四
七
円
／
㎏
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
同
時
期
の
全
農
た
ま
ご

（
株
）
の
荷
受
相
場
は
二
〇
三
円
／
㎏
で
あ
っ
た
の
で
輸
入
鶏
卵

の
方
が
国
内
相
場
よ
り
も
二
割
ほ
ど
高
い
。

五
つ
目
は
鶏
卵
輸
出
で
あ
る
。
鶏
卵
輸
出
は
二
〇
二
三
年
に
は

香
港
を
中
心
に
一
万
八
、
六
〇
〇
ｔ
を
輸
出
、
輸
出
単
価
は
三
六

六
円
／
㎏
と
国
内
相
場
の
三
〇
六
円
／
㎏
よ
り
も
二
割
強
高
い
価

格
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
最
近
（
二
〇
二
四
年
一
〜
八
月
）
は
中

国
国
内
の
経
済
状
況
の
悪
化
な
ど
で
三
一
〇
円
／
㎏
と
一
五
％
ほ

ど
低
下
し
て
き
て
い
る
。
鶏
卵
輸
出
量
そ
の
も
の
は
卵
生
産
量
に

占
め
る
割
合
は
二
％
弱
で
あ
る
の
で
、
鶏
卵
需
給
に
大
き
な
影
響

は
及
ぼ
し
て
い
な
い
。

鶏
卵
の
流
通
構
造
は
、
消
費
者
が
直
接
購
入
す
る
パ
ッ
ク
卵
で

の
家
計
消
費
が
五
割
、
加
工
用
と
外
食
等
の
業
務
用
で
の
消
費
が

五
割
と
い
う
構
造
で
拮
抗
し
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。

4
�
鶏
卵
の
価
格
形
成
の
実
態

そ
こ
で
鶏
卵
の
価
格
形
成
の
実
態
を
一
般
社
団
法
人
日
本
養
鶏

協
会
が
実
施
し
た
「
鶏
卵
生
産
等
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
」（
二

図1 鶏卵の流通構造（2023年）
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〇
二
四
年
三
月
）
か
ら
み
て
み
よ
う
。
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
鶏
卵

の
取
引
方
法
に
つ
い
て
「
固
定
価
格
」、「
両
方
使
用
（
固
定
価
格

と
相
場
価
格
の
両
方
）」、「
相
場
価
格
」
の
三
つ
に
分
け
て
回
答

を
求
め
、「
両
方
使
用
」
に
つ
い
て
は
「
固
定
価
格
」
と
「
相
場

価
格
」
で
の
販
売
割
合
を
尋
ね
た
も
の
で
あ
る
。
全
回
答
戸
数
は

二
八
六
戸
で
あ
る
。
内
訳
は
「
固
定
価
格
」
が
二
四
戸
（
八
・
四

％
）、「
両
方
使
用
」
が
一
六
四
戸
（
五
七
・
三
％
）、「
相
場
価
格
」

が
九
八
戸
（
三
四
・
三
％
）
で
あ
っ
た
（
図
2
）。

そ
の
結
果
、「
固
定
価
格
」
と
「
両
方
使
用
」
の
戸
数
比
率
は

六
六
％
と
三
分
の
二
は
「
相
場
価
格
」
と
は
違
う
直
売
あ
る
い
は

相
対
で
の
価
格
形
成
を
行
っ
て
い
る
。「
両
方
使
用
」
の
「
固
定

価
格
」
と
「
相
場
価
格
」
の
取
引
割
合
を
平
均
し
て
み
る
と
「
固

定
価
格
」
が
五
五
％
、「
相
場
価
格
」
が
四
五
％
で
「
固
定
価
格
」

で
の
戸
数
割
合
が
や
や
多
い
。

そ
こ
で
焦
点
と
な
る
の
は
、
鶏
卵
生
産
量
全
体
に
占
め
る
そ
れ

ぞ
れ
の
取
引
方
法
の
割
合
で
あ
る
。

農
林
水
産
省
の
畜
産
統
計
に
よ
る
と
二
〇
二
四
年
二
月
一
日
現

在
の
採
卵
鶏
の
飼
養
農
家
戸
数
は
一
、
四
七
〇
戸
、
成
鶏
め
す（
六

か
月
齢
以
上
）
の
飼
養
羽
数
は
一
億
二
、
九
六
八
万
九
千
羽
で
あ

る
（
表
1
参
照
）。

一
九
五
五
年
（
昭
和
三
〇
年
）
当
時
は
採
卵
鶏
の
飼
養
戸
数
は

四
五
〇
万
七
、
五
〇
〇
戸
、
飼
養
羽
数
三
、
九
五
八
万
八
千
羽
、

産
卵
個
数
六
七
億
四
、
三
〇
〇
万
個
、
卵
価
・
東
京
Ｍ
サ
イ
ズ
二

図2 鶏卵の取引方法の戸数割合 Ｎ＝286

出所：一般社団法人日本養鶏協会「鶏卵生産等のアンケート調査結果について」2024年3月
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〇
五
円
／
㎏
で
あ
っ
た
も
の
が
、
二
〇
二
四
年
は
わ
ず
か
一
、
四

七
〇
戸
、
残
っ
た
の
は
三
千
分
の
一
以
下
と
な
り
、
飼
養
羽
数
は

三
倍
以
上
に
拡
大
し
て
き
て
い
る
。
い
か
に
激
烈
な
生
き
残
り
競

争
が
展
開
さ
れ
て
き
た
の
か
が
伺
い
知
れ
る
。

卵
価
も
前
述
し
た
よ
う
に
二
〇
二
四
年
一
〜
八
月
の
東
京
Ｍ
サ

イ
ズ
が
二
〇
三
円
／
㎏
で
あ
っ
た
の
で
、
六
九
年
前
の
二
〇
五
円

よ
り
も
低
い
価
格
で
あ
る
。
物
価
変
動
で
何
倍
に
も
価
格
は
上
が

っ
て
も
不
思
議
で
は
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
今
日
も
鶏
卵
は
物
価

の
優
等
生
で
あ
る
。

最
大
の
関
心
事
は
、
羽
数
規
模
別
の
戸
数
シ
ェ
ア
と
羽
数
シ
ェ

ア
で
あ
る
。「
五
万
羽
未
満
層
」
は
戸
数
シ
ェ
ア
六
〇
・
八
％
、

羽
数
シ
ェ
ア
九
・
六
％
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、「
五
万
羽
〜

一
〇
万
羽
未
満
層
」
は
一
六
九
戸
で
戸
数
シ
ェ
ア
一
〇
・
四
％
、

羽
数
シ
ェ
ア
九
・
二
％
、「
一
〇
万
羽
〜
五
〇
万
羽
未
満
層
」
は

二
六
四
戸
で
戸
数
シ
ェ
ア
一
六
・
三
％
、
羽
数
シ
ェ
ア
四
七
・
五

％
と
中
央
部
分
を
占
め
て
い
る
。「
五
〇
万
羽
以
上
」
は
四
九
戸

で
戸
数
シ
ェ
ア
は
三
％
に
過
ぎ
な
い
が
羽
数
シ
ェ
ア
が
三
三
・
五

％
と
な
っ
て
い
る
。

結
論
的
に
は
、「
一
〇
万
羽
以
上
層
」
の
三
一
三
戸
で
羽
数
シ

ェ
ア
が
八
一
％
で
あ
る
。
大
規
模
層
へ
の
寡
占
化
が
一
層
進
行
し

て
い
る
。

こ
の
階
層
区
分
で
日
本
養
鶏
協
会
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
を

再
集
計
し
て
み
る
と
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

表1 成鶏めすの飼養羽数規模別飼養戸数・羽数（全国）

出所：農林水産省「畜産統計」2024年2月1日現在
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五
万
羽
未
満
の
小
規
模
層
の
「
固
定
価
格
」
が
一
八
戸
と
多
い

の
は
ネ
ッ
ト
取
引
や
地
元
で
の
直
売
で
の
取
引
が
他
の
大
規
模
層

に
比
べ
て
多
い
こ
と
が
反
映
さ
れ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、

一
番
多
い
の
は
「
双
方
使
用
」
で
あ
る
。
五
〜
一
〇
万
羽
未
満
層

が
最
も
多
い
の
は
「
相
場
価
格
」
で
、
こ
れ
は
相
対
で
の
価
格
交

渉
力
が
弱
い
た
め
で
あ
る
。
一
〇
〜
五
〇
万
羽
未
満
層
で
は
最
も

多
い
の
が
「
双
方
使
用
」
で
相
対
で
の
価
格
交
渉
に
も
力
を
入
れ

て
い
る
が
ま
だ
成
果
が
充
分
上
が
っ
て
な
く
て
「
固
定
価
格
」
の

比
率
は
三
割
台
に
止
ま
っ
て
い
る
。
五
〇
万
羽
以
上
層
は
「
双
方

使
用
」
が
最
も
多
い
が
「
固
定
価
格
」
で
の
価
格
設
定
の
比
率
が

六
割
台
を
超
え
て
お
り
、
価
格
交
渉
力
が
他
の
羽
数
規
模
層
に
比

べ
て
高
い
と
み
ら
れ
る
。

以
上
を
小
括
す
る
と
、
羽
数
規
模
に
よ
っ
て
取
引
方
法
は
差
異

が
あ
り
、「
相
場
価
格
」
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
階
層
は
五
〜
一

〇
万
羽
層
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
五
〇
万
羽
以
上
層
は
「
相
場
価

格
」
か
ら
脱
し
て
「
固
定
価
格
」
の
比
率
が
高
く
な
っ
て
い
る
。

総
体
と
し
て
は
パ
ッ
ク
卵
に
関
し
て
は
「
固
定
価
格
」
で
の
流
通

が
主
流
と
な
っ
て
き
て
お
り
、加
工
用
と
業
務
用
に
関
し
て
は「
相

場
価
格
」
が
主
流
と
な
っ
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。

次
い
で
、
販
路
別
の
価
格
形
成
の
実
情
を
生
産
者
、
実
需
者
、

小
売
業
者
等
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
た
が
、
そ
の
概
要
は
次
の
と
お
り

で
あ
る
。

表2 日本養鶏協会アンケート回答農家の羽数規模別の取引方法の割合

出所：一般社団法人日本養鶏協会「鶏卵生産等のアンケート調査結果について」2024年3月

4．卵価形成の実態と課題 �������������������������

３５



1

量
販
店
や
ス
ー
パ
ー
な
ど
小
売
店
の
パ
ッ
ク
卵
の
価
格
形
成

は
「
固
定
価
格
」
が
主
流

パ
ッ
ク
卵
の
価
格
形
成
は
「
固
定
価
格
」
が
主
流
で
、
鶏
卵
生

産
者
が
最
も
力
を
入
れ
て
い
る
の
は
、
量
販
店
や
ス
ー
パ
ー
な
ど

小
売
店
へ
の
「
固
定
価
格
」
で
の
販
路
確
保
で
あ
る
。
価
格
交
渉

は
バ
イ
ヤ
ー
と
の
相
対
で
の
交
渉
で
あ
る
。
生
産
者
の
オ
リ
ジ
ナ

ル
ブ
ラ
ン
ド
卵
、ス
ー
パ
ー
等
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ブ
ラ
ン
ド
卵（
Ｐ

Ｂ
卵
）
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
に
細
か
な
ス
ペ
ッ
ク
（
納
品
条
件
や
衛

生
条
件
な
ど
）
と
小
売
価
格
と
納
品
価
格
お
よ
び
決
済
条
件
を
交

渉
で
決
め
て
継
続
的
取
引
契
約
を
締
結
し
て
い
る
（
こ
れ
を
生
産

者
は
「
商
権
」
と
い
う
）。

生
産
者
と
バ
イ
ヤ
ー
と
の
力
関
係
は
圧
倒
的
に
バ
イ
ヤ
ー
の
方

が
強
く
、
生
産
者
の
要
求
が
そ
の
ま
ま
通
る
こ
と
は
な
い
。
競
合

他
社
と
の
価
格
競
争
も
あ
る
の
で
、
そ
の
価
格
と
の
兼
ね
合
い
を

見
な
が
ら
の
価
格
交
渉
と
な
る
。
バ
イ
ヤ
ー
は
上
司
か
ら
売
上
金

額
の
増
加
と
い
う
ノ
ル
マ
が
課
せ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
売
上
が
伸

び
る
商
材
の
確
保
と
商
品
棚
の
構
成
が
最
大
の
焦
点
で
あ
る
。

し
か
し
、
鶏
卵
は
日
配
品
で
毎
日
、
定
時
定
量
で
納
品
さ
れ
る

の
が
大
原
則
で
あ
る
が
、
ど
う
し
て
も
欠
品
が
出
た
り
逆
に
売
れ

残
り
が
出
た
り
、
賞
味
期
限
が
迫
っ
て
く
る
と
値
引
き
や
引
き
取

り
と
い
う
問
題
が
出
て
く
る
。
消
費
者
か
ら
の
ク
レ
ー
ム
対
応
、

ひ
び
割
れ
や
破
卵
な
ど
の
事
故
卵
（
ロ
ス
卵
）
の
発
生
も
見
込
ん

だ
値
決
め
と
な
る
が
、
最
大
の
課
題
は
消
費
者
の
購
入
意
欲
を
促

す
価
格
設
定
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
は
一
パ
ッ
ク
一
〇
個
入
り
で
二

〇
〇
円
台
が
値
ご
ろ
感
で
消
費
者
の
抵
抗
が
な
い
価
格
帯
で
あ
っ

た
が
、
配
合
飼
料
価
格
の
高
止
ま
り
で
値
上
げ
し
な
い
と
コ
ス
ト

割
れ
で
あ
る
た
め
一
パ
ッ
ク
三
〇
〇
円
台
を
小
売
の
「
固
定
価

格
」
に
設
定
す
る
よ
う
取
引
交
渉
し
て
い
る
。

ス
ー
パ
ー
等
で
客
寄
せ
の
目
玉
と
し
て
卵
が
よ
く
使
わ
れ
る
が

一
パ
ッ
ク
が
一
〇
〇
円
台
、
た
ま
に
一
〇
〇
円
以
下
の
も
の
も
あ

る
が
、
こ
れ
は
お
店
が
出
血
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る

も
の
で
あ
る
。
ス
ー
パ
ー
の
担
当
者
は
目
玉
商
品
と
し
て
卵
を
使

う
と
「
販
売
量
は
一
時
的
に
伸
び
る
が
金
額
ベ
ー
ス
で
は
伸
び
ず

に
減
る
」
と
し
て
い
る
。

そ
の
結
果
、
店
頭
の
鶏
卵
価
格
は
、
近
年
は
高
い
も
の
と
安
い

も
の
と
の
格
差
が
拡
大
し
て
き
て
い
る
。
一
パ
ッ
ク
四
〇
〇
円
台

の
も
の
が
あ
る
一
方
、
二
〇
〇
円
以
下
の
も
の
も
あ
る
と
い
う
状

態
で
二
倍
以
上
の
価
格
差
が
あ
る
。

生
産
者
が
よ
く
口
に
す
る
一
番
の
問
題
は
、
バ
イ
ヤ
ー
か
ら
の

キ
ッ
ク
バ
ッ
ク
の
要
求
で
あ
る
。
な
か
な
か
表
に
出
て
こ
な
い
商

慣
習
で
あ
る
が
、
他
の
商
品
で
も
よ
く
あ
る
話
で
あ
る
。

こ
れ
は
優
越
的
地
位
の
乱
用
と
い
う
こ
と
で
公
正
取
引
に
抵
触

す
る
問
題
で
あ
る
が
、水
面
下
で
横
行
し
て
い
る
。し
た
が
っ
て
、

店
頭
で
生
産
者
が
望
む
あ
る
程
度
高
い
「
固
定
価
格
」
で
販
売
さ

れ
て
い
て
も
実
態
は
余
り
メ
リ
ッ
ト
が
な
い
と
い
う
取
引
で
価
格

形
成
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
。
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ま
た
、
最
近
の
動
き
で
気
に
な
る
に
は
、
パ
ッ
ク
卵
の
小
売
価

格
と
荷
受
価
格
と
の
格
差
が
広
が
っ
て
き
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

従
来
、
パ
ッ
ク
卵
の
小
売
マ
ー
ジ
ン
は
他
の
食
品
に
比
べ
て
低
く

二
〇
％
台
前
半
で
あ
っ
た
が
、
最
近
は
三
〇
％
台
に
な
っ
て
い

る
。従

来
、
卵
は
一
物
一
価
で
ほ
ぼ
横
並
び
の
小
売
価
格
で
あ
っ
た

の
が
最
近
は
卵
の
種
類
、
価
格
、
個
数
そ
れ
ぞ
れ
バ
ラ
バ
ラ
と
な

っ
て
き
て
お
り
、
一
言
で
分
か
る
よ
う
に
説
明
す
る
こ
と
が
で
き

づ
ら
く
な
っ
て
い
る
。
卵
の
生
産
方
法
も
ケ
ー
ジ
飼
い
か
ら
平
飼

い
な
ど
ケ
ー
ジ
フ
リ
ー
が
徐
々
に
増
え
つ
つ
あ
る
こ
と
に
加
え
、

卵
殻
色
も
赤
、
ピ
ン
ク
、
白
に
加
え
青
色
（
ア
ロ
ー
カ
ナ
鶏
）
の

卵
、
栄
養
強
化
卵
、
機
能
性
表
示
食
品
の
卵
、
飼
料
米
で
育
て
た

卵
、
サ
ル
モ
ネ
ラ
フ
リ
ー
の
卵
な
ど
多
様
化
し
て
き
て
い
る
。
小

売
店
で
は
、
消
費
者
の
購
買
意
欲
が
出
る
価
格
帯
に
な
る
よ
う
に

個
数
を
減
ら
し
て
店
頭
に
置
く
な
ど
販
売
作
戦
も
多
様
化
し
て
き

て
い
る
。

鶏
卵
の
価
格
形
成
の
主
戦
場
は
テ
ー
ブ
ル
エ
ッ
グ
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
全
農
た
ま
ご
（
株
）
の
荷
受
相
場
と
は
関
係
な
く
小
売
り

の
バ
イ
ヤ
ー
と
相
談
し
な
が
ら
相
対
で
「
固
定
価
格
」
を
設
定
す

る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
の
が
実
情
で
あ
る
。

2

加
工
用
卵
の
価
格
形
成
は
「
相
場
価
格
」
が
主
流

加
工
用
（
液
卵
・
凍
結
卵
な
ど
）
の
卵
の
流
通
は
大
手
数
社
で

寡
占
化
さ
れ
て
お
り
、
価
格
形
成
は
「
相
場
価
格
」
で
の
取
引
が

主
流
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
で
は
事
業
の
永

続
性
の
観
点
か
ら
は
齟
齬
が
生
じ
る
の
で
、
あ
る
加
工
メ
ー
カ
ー

は
二
割
程
度
を
「
固
定
価
格
」
で
の
取
引
と
し
て
い
る
と
い
う
。

こ
の
「
固
定
価
格
」
は
生
産
者
が
再
生
産
で
き
る
卵
価
を
ベ
ー

ス
に
卵
の
品
質
や
特
性
の
優
位
性
、
Ｇ
Ｐ
セ
ン
タ
ー
（
鶏
卵
の
選

別
包
装
施
設
）
の
コ
ス
ト
、
輸
送
や
配
送
の
コ
ス
ト
、
マ
ー
ジ
ン

を
積
み
上
げ
た
価
格
設
定
で
あ
る
。
相
場
価
格
に
よ
る
ス
ポ
ッ
ト

取
引
で
に
よ
る
原
料
卵
調
達
が
加
工
ビ
ジ
ネ
ス
の
主
体
で
あ
る

が
、
品
質
の
向
上
と
安
定
性
を
担
保
す
る
に
は
、
生
産
段
階
か
ら

衛
生
管
理
が
し
っ
か
り
と
し
て
お
り
安
定
的
に
生
産
し
て
く
れ
る

生
産
者
と
連
携
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
割
卵
工
場

自
体
を
大
手
生
産
者
の
農
場
の
あ
る
地
区
に
立
地
さ
せ
る
こ
と
も

行
っ
て
い
る
。

本
来
、
鶏
卵
の
需
給
調
整
の
調
整
弁
は
加
工
卵
で
行
う
べ
き

で
、
か
つ
て
は
株
式
会
社
全
国
液
卵
公
社
に
よ
る
加
工
卵
の
液
卵

な
ど
の
買
い
上
げ
、
売
り
渡
し
な
ど
の
事
業
が
あ
っ
た
が
現
在
は

廃
止
さ
れ
、
民
間
に
任
せ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
い
ざ
と
い
う

時
に
は
絶
対
的
な
供
給
不
足
で
食
品
企
業
の
運
営
に
支
障
を
き
た

す
こ
と
か
ら
、
一
定
程
度
保
管
コ
ス
ト
の
財
政
支
援
が
で
き
な
い

か
と
い
う
要
望
が
出
さ
れ
て
い
る
。

3

外
食
等
の
業
務
用
の
鶏
卵
の
価
格
形
成
は「
相
場
価
格
」が
主
流
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外
食
な
ど
飲
食
店
で
の
鶏
卵
は
一
〇
㎏
入
り
の
ダ
ン
ボ
ー
ル
箱

で
流
通
し
て
お
り
、
価
格
形
成
は
大
半
が
「
相
場
価
格
」
で
全
農

た
ま
ご
（
株
）
の
荷
受
相
場
が
基
本
と
な
っ
て
い
る
。
こ
だ
わ
り

卵
で
生
産
者
と
の
相
対
で
「
固
定
価
格
」
で
の
取
引
も
あ
る
が
圧

倒
的
に
「
相
場
価
格
」
が
取
引
の
主
流
と
な
っ
て
い
る
。

ダ
ン
ボ
ー
ル
は
サ
イ
ズ
別
に
Ｓ
Ｓ
〜
Ｌ
Ｌ
ま
で
六
段
階
に
選
別

さ
れ
た
卵
が
詰
め
ら
れ
、
主
に
卵
の
卸
業
者
か
ら
配
送
さ
れ
て
い

る
。
お
店
の
用
途
に
応
じ
て
適
し
た
サ
イ
ズ
の
卵
が
配
送
さ
れ
て

い
る
が
、
割
卵
の
手
間
な
ど
を
省
く
こ
と
が
で
き
る
液
卵
の
ニ
ー

ズ
が
最
近
は
増
え
て
き
て
い
る
。

5
�
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
大
発
生
に
よ
る
卵
不
足
と
卵

価
形
成
の
課
題

二
〇
二
二
年
度
シ
ー
ズ
ン
（
二
〇
二
二
年
一
〇
月
〜
二
〇
二
三

年
五
月
）
は
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
大
発
生
し
た
。
卵

価
の
高
騰
、
卵
不
足
と
供
給
制
限
は
「
エ
ッ
グ
シ
ョ
ッ
ク
」
と
い

わ
れ
、
マ
ス
コ
ミ
で
も
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
約
一
億
四
、

〇
〇
〇
万
羽
飼
わ
れ
て
い
る
採
卵
鶏
の
う
ち
一
、
六
五
七
万
羽
が

殺
処
分
さ
れ
、
鶏
卵
生
産
量
（
約
二
六
〇
万
ｔ
）
の
う
ち
一
一
・

八
％
（
約
三
〇
万
ｔ
）
が
な
く
な
り
、
絶
対
的
な
タ
マ
ゴ
不
足
が

起
こ
っ
た
。
こ
れ
は
卵
価
形
成
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
て
、
全

農
た
ま
ご
（
株
）
の
荷
受
相
場
は
東
京
Ｍ
サ
イ
ズ
で
二
〇
二
三
年

四
月
に
は
三
五
〇
円
／
㎏
ま
で
高
騰
し
、
同
年
六
月
ま
で
高
騰
は

続
い
た
。

し
か
し
、
二
〇
二
三
年
下
半
期
は
、
供
給
が
回
復
傾
向
に
向
か

う
一
方
、
需
要
の
回
復
が
遅
れ
た
こ
と
で
、
需
給
が
緩
み
、
卸
売

価
格
は
概
し
て
下
落
し
続
け
、
二
〇
二
四
年
一
月
に
は
一
八
〇
円

／
㎏
ま
で
下
落
し
、
そ
の
後
も
低
調
に
推
移
し
て
き
た
。

二
〇
二
三
年
シ
ー
ズ
ン
（
二
〇
二
三
年
十
一
月
〜
二
〇
二
四
年

四
月
）
の
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
発
生
（
七
九
万
羽
殺

処
分
）
は
供
給
に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
さ
な
か
っ
た
。
外
食
の
需

要
は
二
〇
二
三
年
に
お
い
て
は
卵
メ
ニ
ュ
ー
の
休
止
等
が
相
次
い

だ
が
、
後
半
か
ら
卵
メ
ニ
ュ
ー
が
戻
り
需
要
は
回
復
し
て
き
て
い

る
。し
か
し
、最
大
の
課
題
は
加
工
需
要
の
回
復
の
遅
れ
で
あ
る
。

加
工
需
要
の
消
失
と
も
い
え
る
状
況
が
な
ぜ
生
じ
た
の
か
。
加

工
メ
ー
カ
ー
の
立
場
か
ら
言
え
ば
「
鶏
卵
は
リ
ス
ク
商
材
で
安
心

し
て
使
え
な
い
」
か
ら
で
あ
る
。
い
つ
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
が
再
発
し
て
卵
不
足
が
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
の
が
現
状
で

あ
る
た
め
、
安
定
供
給
の
保
証
が
な
い
と
使
え
な
い
と
い
う
。

打
開
策
は
、
鶏
卵
を
割
卵
し
て
液
卵
あ
る
い
は
凍
結
液
卵
と
し

て
備
蓄
し
て
い
く
と
い
う
の
が
最
も
現
実
的
な
方
法
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
鶏
卵
の
需
給
の
安
定
を
実
現
す
る
に
は
、
高
病
原
性

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
克
服
と
加
工
卵
（
凍
結
液
卵
な
ど
）
の
備

蓄
体
制
を
構
築
し
て
い
く
こ
と
が
急
務
と
な
っ
て
い
る
。
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